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川崎市国際施策推進プラン第２期実行プログラム評価について（概要）

(1) 川崎市国際施策推進プランと川崎市総合計画との関係
〇一層加速するグローバル化の中で、本市が持続的に発展するための基本的な考え方を明確にする
ため、平成27(2015)年10月、「川崎市国際施策推進プラン」を策定した。
〇上位計画である「川崎市総合計画」の分野横断計画に位置付けられており、計画期間は「川崎市
総合計画」に合わせ、令和７(2025)年度までの概ね10年間としている。
〇「川崎市総合計画」の５つの基本政策の中に位置付けられている国際関連事業や取組を、３つの
基本目標及び取組方針・取組の方向性に基づき、再体系化した。

(2) 第２期実行プログラム
○本プランに基づき、中期的な取組を「実行プログラム」として策定している。
○「川崎市総合計画」における「実施計画」との整合性を図りながら、同実施計画に位置付けられ
た国際施策の推進につながる事務事業を、具体的な取組と合わせて網羅的に取りまとめた。
○「川崎市総合計画第２期実施計画」の計画期間と合わせて、平成30(2018)年度から令和３
(2021)年度までの４年間としている。

川崎市国際施策推進プラン

(1) 各取組における達成度の状況

第１章
１ 川崎市国際施策推進プラン及び実行プログラム

２ 評価の概要

「世界をひき寄せる真のグローバル都市 川崎」

Ⅱ 強みと魅力を活かした世界的プレゼンスの向上
１ 国際的認知度向上の促進
２ 海外から人を川崎にひきつけるまちづくり
３ 海外諸都市との戦略的な関係の構築

主
な
取
組

国内外から行ってみたい!住んでみたい!働いてみたい!そして市民が住み続けたい!

川崎発の最先端技術で
世界をリードするまち

発信力を高め
世界的プレゼンスを
確立するまち

多様性が市民の生活を
豊かにしていくことを
誰もが認識しているまち

基 本 目 標

国際施策を展開するための基本的な考え方（グローバル都市像）

取組方針・取組の方向性

Ⅲ 多様性を活かしたまちづくりの推進
１ 地域での交流・多文化共生の促進
２ 誰もが暮らしやすい環境づくり
３ グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等

主
な
取
組

主
な
取
組

Ⅰ 先端技術や産業集積を活かした国際展開
１ 世界をけん引するビジネス拠点の創出
２ 企業の海外展開による国際競争力の強化
３ 海外への先端環境技術移転によるビジネス展開

１

３

２

第２期実行プログラム期間中の新たな取組又は拡充した取組等の主な実績は次のとおり。

○羽田連絡道路整備事業
「多摩川スカイブリッジ」の開通

○海外販路開拓事業
「コンテンツグローバル化促進事業補助金」の新設、オンライン商談会の実施

○国際環境産業推進事業
「川崎国際環境技術展」のオンライン開催

〇第２期実行プログラム計画期間終了時点に当たる
令和３(2021)年度の各取組の達成度については、
「目標を上回った」と「ほぼ目標どおり」を合わ
せた割合が約８割となり、概ね順調に進捗してい
る。
○「目標を下回った」取組の主な理由は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響による国内外の旅行者の
激減、各種イベント・講座の中止や入場制限等に
より、参加者数等が目標を下回ったこと等による。

1件(0.9%)
21件(19.3%)

取組数
109件

第２期計画期間終了時点
（令和３(2021)年度）

目標を上回って達成 ほぼ目標どおり 目標を下回った

［川崎市国際施策推進プラン取組体系］

第２章 第２期実行プログラムの評価

２ 川崎市国際施策推進プランの進行管理と評価

(1) 進行管理
〇庁内に設置した「川崎市国際施策推進委員会」において、「川崎市総合計画」における「実施
計画」との整合を図りながら情報共有や連携、課題への対応を行い、進行管理を実施する。

(2) 評価
〇実行プログラムに基づき、各年度や各期での評価を行う。併せて、プラン計画期間終了後に総
括評価を行う。

１ 評価の方法

〇基本目標ごとに「基本目標評価シート」を作成
する。
〇各取組の達成度の状況を把握した上で、参考指
標の達成度等の定量的な成果及び各取組の実績
を踏まえた定性的な成果等により、基本目標の
達成状況及び今後の方向性を総合的に評価する。

87件(79.8%)

(2)各基本目標における主な実績

基本目標１ 川崎発の最先端技術で世界をリードするまち

多摩川スカイブリッジ
基本目標２ 発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまち

基本目標３ 多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが
認識しているまち

○インドネシア・バンドン市との都市間連携による低炭素都市形成支援の取組
河川管理に係るマスタープランの策定支援

○地球温暖化対策の推進
「かわさきカーボンゼロチャレンジ2050」の策定及び「川崎市地球温暖化
対策推進基本計画」の改定

○上下水道分野における技術協力
専門家派遣や研修生・視察者受入の推進

○国際交流センター等を活用した外国人相談の実施
「多文化共生総合相談ワンストップセンター」の開設

○海外帰国・外国人児童生徒相談事業
国際教室の設置、日本語指導者の巡回

○人権関連事業
「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」の制定

川崎市地球温暖化対策
推進基本計画

国際教室での日本語指導 02
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〇取組の方向性１ 国際的認知度向上の促進
令和３(2021)年に、「川崎市地球温暖化対策推進基本計画」を改定し、本市の目指す2050
年のビジョンや温室効果ガス排出量及び再エネ導入に係る2030年度の目標を設定した一方で、
新型コロナウイルス感染症の影響によるイベントの中止や入場制限により、世界に発信できる魅力
づくりの取組の目標を下回ったことから、全体としては、当初の予定よりも進捗は遅れた。
〇取組の方向性２ 海外から人を川崎にひきつけるまちづくり

民間開発事業の誘導による川崎駅周辺のホテルの開業など、海外ビジターの受入環境の整備に
進捗があった一方で、「観光振興事業」等の取組は、新型コロナウイルス感染症の影響による国
内外の旅行者の激減や観光施設の休館等により、目標を下回ったことから、全体としては、当初
の予定よりも進捗は遅れた。
〇取組の方向性３ 海外諸都市との戦略的な関係の構築

新型コロナウイルス感染症の影響により海外への渡航が困難な中、台湾、タイ、ベトナム現地の企業とオンラインに
よる商談会を実施し、市内企業のビジネスマッチングを支援する一方で、海外都市からの訪問受入の件数が減少
したことから、当初の予定よりも進捗は遅れた。
〇達成状況と今後の方向性

これらの結果、基本目標２の達成状況は「Ｃ 進捗が遅れた」とした。基本目標２を構成する取組は、新型コロ
ナウイルス感染症の影響等により目標を下回ったものであり、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の年
度は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の方向性（今後の取組構成の妥当性）は、「Ⅱ 概ね効果
的な構成である」とした。今後については、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容や急速に進むデジタ
ル化に対応するとともに、脱炭素社会の実現に向けた取組などを着実に推進する。

(３) 第２期実行プログラムの総合的な評価
〇社会経済環境の急激な変化
・第２期実行プログラム計画期間中は、新型コロナウイルス感染症の影響、大規模自然災害の発
生、脱炭素社会の実現に向けた取組の進展、社会のデジタル化の進展など、本市を取り巻く環
境は急激に変化した。
・特に、新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、海外渡航や対面交流が困難になるなど、ヒ
ト・モノの動きが大きく変化し、本市の国際施策は大きな影響を受けた。

〇基本目標ごとの達成状況と今後の方向性
・新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた基本目標２「発信力を高め世界的プレゼンス
を確立するまち」は、進捗が遅れたものの、基本目標１「川崎発の最先端技術で世界をリード
するまち」及び基本目標３「多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識している
まち」は、一定の進捗があった。
・今後の方向性（今後の取組構成の妥当性）は、３つの基本目標すべてにおいて概ね効果的な構
成であった。

〇総合的な評価
・新型コロナウイルス感染症の影響により目標を下回る取組があったが、オンラインを活用した
新たな取組や多文化共生社会の実現に向けた取組が進展するなど、めざすグローバル都市像の
実現に向け、一定の進捗があった。
・第２期実行プログラムの取組と成果等を踏まえながら、本市の強みと魅力を活かした国際施策
を引き続き推進するとともに、社会環境の変化を踏まえた取組の充実・強化を図っていく。

基本目標１ 川崎発の最先端技術で世界をリードするまち（取組数:１６件）

〇各取組の達成度の状況
平成30(2018)年度及び令和元(2019)年度の達成度の状況は、「目標を上回った」
と「ほぼ目標どおり」を合わせると約９割となったが、令和２(2020)年度及び令和３(2021)年度の達成度の状
況は、「目標を上回った」と「ほぼ目標どおり」を合わせると約８割とやや落ち込んだ。
〇取組の方向性１ 世界をけん引するビジネス拠点の創出

国際競争力の強化に向け、羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化し、
多摩川両岸の成⾧戦略拠点の形成を支えるインフラである「多摩川スカイブリッジ」が
令和４(2022)年３月に開通するなど、一定の進捗があった。
〇取組の方向性２ 企業の海外展開による国際競争力の強化

海外展開支援の一環として、海外への渡航や対面での商談が困難な状況を踏まえ
た「コンテンツグローバル化促進事業補助金」を新設したほか、オンラインによる海外商
談会の実施や継続的な相談対応支援等、新たなビジネス様式に対応した支援施策
を展開するなど、一定の進捗があった。
〇取組の方向性３ 海外への先端環境技術移転によるビジネス展開

令和２(2020)年度及び令和３(2021)年度にオンラインで開催した川崎国際環境
技術展は、通常開催と同数のビジネスマッチング数や来場者数とはならなかったが、オン
ラインという新たな手法に取り組んだことで、アクセスできていなかった層にアプローチするなど、一定の進捗があった。
〇達成状況と今後の方向性

これらの結果、基本目標１の達成状況は「Ｂ 一定の進捗があった」とした。基本目標１を構成する取組は、概ね
目標どおりに進捗していることから、今後の方向性（今後の取組構成の妥当性）は、「Ⅱ 概ね効果的な構成で
ある」とし、今後については、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容や急速に進むデジタル
化等の変化を踏まえながら、取組を着実に推進する。

多摩川スカイブリッジ

川崎市地球温暖化
対策推進基本計画

(４)基本目標ごとの評価
基本目標ごとの達成状況及び今後の取組の方向性については、次のとおり。

達成状況 方向性

Ｂ Ⅱ

基本目標２ 発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまち（取組数:３４件）
〇各取組の達成度の状況

平成30(2018)年度及び令和元(2019)年度の達成度の状況は、「ほぼ目標どおり」
が約９割だったが、令和２(2020)年度及び令和３(2021)年度の達成度の状況は、「ほぼ目標どおり」が約６
割、「目標を下回った」が約４割と「目標を下回った」が増加した。

達成状況 方向性

C Ⅱ

オンライン商談会

基本目標３ 多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまち
（取組数:５９件）

〇各取組の達成度の状況
平成30(2018)年度及び令和元(2019)年度の達成度の状況は、約10割が「ほぼ目標どおり」となっていたが、
令和２(2020)年度及び令和３(2021)年度の達成度の状況は約９割が「ほぼ目標どおり」となった。
〇取組の方向性１ 地域での交流・多文化共生の促進

地域の外国人市民等を自国の文化を児童生徒に伝えるボランティア「民族文化講師」として市立学校へ派遣する
など、外国人市民の社会参画に向けた取組を実施したことから、一定の進捗があった。
〇取組の方向性２ 誰もが暮らしやすい環境づくり

タブレット端末を活用した外国人来庁者への多言語案内の実施や、11言語に対応した「多文化共生総合相談
ワンストップセンター」を令和元(2019)年に開設し、外国人市民の幅広い相談に的確に対応する
など、一定の進捗があった。
〇取組の方向性３ グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等

令和元(2019)年に「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」を制定し、全ての市民が不
当な差別を受けることなく、個人として尊重され、生き生きと暮らすことができる人権尊重のまちづ
くりを推進していくことが明確化され、互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわしい市民意識の
醸成を行うなど、一定の進捗があった。
〇達成状況と今後の方向性

これらの結果、基本目標３の達成状況は「Ｂ 一定の進捗があった」とした。基本目標３を構成する
取組は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の方向性（今後の取組構成の妥当性）は、
「Ⅱ 概ね効果的な構成である」とし、今後については、外国人市民の更なる増加が見込まれる中で、
多文化共生社会や人権尊重のまちづくり、「かわさきパラムーブメント」の実現に向けた取組などを着
実に推進する。

達成状況 方向性

Ｂ Ⅱ

「川崎市差別のな
い人権尊重のま
ちづくり条例」
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第１章    
 

１ 川崎市国際施策推進プラン及び実行プログラム 

(１) 川崎市国際施策推進プランと川崎市総合計画との関係 

一層加速するグローバル化の中で、本市が持続的に発展するための基本的な考

え方を明確にするとともに、さまざまな分野にわたる国際施策を総合的に推進す

るため、平成27（2015）年10月、「川崎市国際施策推進プラン」を策定しました。 

本プランに基づき、海外の諸都市と文化、教育、スポーツを通じた国際交流か

ら産業交流、環境技術等を活かした国際貢献などに幅広く取り組んでおり、川崎

が持つ強みと魅力を最大限に活かしながら、本市の国際施策を計画的、総合的に

推進することで、国内外から選ばれる都市の実現をめざしています。 

本プランは、上位計画である「川崎市総合計画」の分野横断計画に位置づけら

れており、計画期間は、「川崎市総合計画」に合わせ、令和７（2025）年度までの

概ね10年間としています。「川崎市総合計画」では５つの基本政策の中に位置付け

られている国際関連事業や取組を、３つの基本目標及び取組方針・取組の方向性

に基づき、再体系化したものとなっています。 

 

 

川崎市国際施策推進プラン 
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(２) 第２期実行プログラム 

本プランは、めざすグローバル都市像や基本目標等を定めた「プラン本編」と

プランに基づき、中期的な取組を位置付けた「実行プログラム」との２層構造と

なっています。 

「実行プログラム」は、「川崎市総合計画」における「実施計画」との整合性を

図りながら、同実施計画に位置づけられた国際施策の推進につながる事務事業を、

具体的な取組と合わせて網羅的に取りまとめたものです。 

第２期実行プログラムの計画期間は、「川崎市総合計画第２期実施計画」の計

画期間と合わせ、平成30（2018）年度から令和３（2021）年度までの４年間とし

ています。 

 

 

［川崎市総合計画と川崎市国際施策推進プランの計画期間］ 

 

 

 

 

 

 

  

川崎市国際施策推進プラン 

実行プログラム
（第１期）

実行プログラム
（第２期） 

実行プログラム
（第３期） 

令和４ 
（2022） 
年度 

令和５ 
（2023） 
年度 

令和６ 
（2024） 
年度 

令和７ 
（2025） 
年度 

平成 30 
（2018） 
年度 

令和元 
（2019） 
年度 

令和２ 

（2020） 
年度 

令和３ 
（2021） 
年度 

平成 27 
（2015） 
年度 

平成 28 
（2016） 
年度 

平成 29 
（2017） 
年度 

第１期実施計画 第２期実施計画 第３期実施計画 

川崎市総合計画 
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２ 川崎市国際施策推進プランの進行管理と評価 

(１) 進行管理 

本市の国際施策を総合的かつ計画的に推進するため庁内に設置した「川崎市国

際施策推進委員会」において、「川崎市総合計画」における「実施計画」との整合

を図りながら、情報共有や連携、課題への対応を行い、プランの進行管理を着実

に実施しています。 

 

 

(２) 評価 

本プランを推進するため、実行プログラムに基づき各年度での評価を行い、さ

らに各期での評価を行います。また、本プラン計画期間終了後には総括評価を行

います。 

 

■各年度の評価について 

取組内容の実施結果を把握するとともに、基本目標の達成に寄与しているか等

の確認を行い、着実な進行管理を行います。 

 

■各期の評価について 

各期実行プログラム計画期間終了後、各期評価を行います。取組方針ごとに設

けた参考指標を活用しながら、「川崎市総合計画」における「実施計画」の評価な

どを踏まえて総合的に評価します。 

 

■計画期間終了後の評価について 

本プランの計画期間終了後、総括評価を行います。各期の評価を基に、３つの

基本目標の達成状況を評価します。 

 

 

 

［川崎市国際施策推進委員会］ 

本市の国際施策を総合的かつ計画的に推進するため、平成 28（2016）年４月１日に設

置しました。関連局区長等で組織する「委員会」と課長級で組織する「幹事会」で構成さ

れています。 
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川崎市国際施策推進プラン取組体系 

 

１ 世界をけん引するビジネス拠点の創出 

２ 企業の海外展開による国際競争力の強化 

３ 海外への先端環境技術移転によるビジネス展開 

１ 国際的認知度向上の促進 

２ 海外から人を川崎に引きつけるまちづくり 

３ 海外諸都市との戦略的な関係の構築 

１ 地域での交流・多文化共生の促進 

２ 誰もが暮らしやすい環境づくり 

３ グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等 

Ⅰ 先端技術や産業集積を活かした国際展開 

Ⅱ 強みと魅力を活かした世界的プレゼンスの向上 

 

基本目標 取組方針・取組の方向性 基本的な 

考え方 

（グローバル 

都市像） 

国
内
外
か
ら
行
っ
て
み
た
い
！
住
ん
で
み
た
い
！
働
い
て
み
た
い
！ 

そ
し
て
市
民
が
住
み
続
け
た
い
！ 

「
世
界
を
ひ
き
寄
せ
る
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
都
市 

川
崎
」 

 

１ 
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
ま
ち 

川
崎
発
の
最
先
端
技
術
で 

 

２ 
世
界
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を 

 

発
信
力
を
高
め 

確
立
す
る
ま
ち 

 

 

３ 

豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
を

 

多
様
性
が
市
民
の
生
活
を

誰
も
が
認
識
し
て
い
る
ま
ち

 

Ⅲ 多様性を活かしたまちづくりの推進 
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①キングスカイフロントを中心とした国際戦略拠点形成等 

②海外との港湾物流の促進 

③高度人材の呼び込みに向けた環境づくり 

①企業の海外ビジネス展開支援 

①環境産業のグローバル化の促進 

②上下水道分野における官民連携による国際展開 

①先端技術都市・かわさきの世界的アピール、国際貢献 

②世界に発信できる魅力づくり 

③戦略的な情報発信 

①海外観光客の誘致 

②海外ビジターの受入環境の整備 

①海外都市との互恵的交流の促進 

①国際相互理解、国際交流、地域の支え合い 

②外国人市民の社会参画 

①互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわしい市民意識の醸成 

②グローバル人材の育成 

③市職員の意識の向上 

①コミュニケーション支援 

②生活支援 

③外国人及び外国につながりのある児童生徒等の教育支援 

④子育て支援 

⑤危機管理 

主な取組 

実

行

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

具

体

的

な

取

組 
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第２章   
 

１ 評価の方法 

第２期実行プログラムの評価にあたっては、基本目標ごとに「基本目標評価シー

ト」を作成し、各取組の達成度の状況を把握した上で、基本目標ごとに設定した参

考指標の達成度等の定量的な成果及び各取組の実績を踏まえた定性的な成果等に

より、基本目標の達成状況及び取組構成の妥当性を含めた今後の方向性を総合的に

評価します。 

 

基本目標の達成状況 今後の方向性 

基本目標の達成状況区分 今後の取組構成の妥当性区分 

A 
順調に推移した 

（目標達成した） 
I 

効果的な取組構成である 

（現状のまま継続する） 

B 
一定の進捗があった 

（目標未達成のものがあるが一定の

進捗があった） 

Ⅱ 
概ね効果的な構成である 

（一部見直し等の余地がある） 

C 
進捗が遅れた 

（目標を下回るものが多くあった） 
Ⅲ 

あまり効果的な取組構成でない 

（見直し等の余地が大きい） 

D 
進捗は大幅に遅れた 

（目標を大幅に下回った） 
Ⅳ 

取組構成に問題がある 

（抜本的な見直し等が必要である） 

 

２ 評価の概要 

(１)各取組における達成度の状況 

第２期実行プログラムにおける109件の取組について、計画期間終了時点に当

たる令和３（2021）年度の評価を行った結果、各取組の達成度について、「目標を

上回った」が１件（0.9％）、「ほぼ目標どおり」が87件（79.8％）、「目標を下回っ

た」が21件（19.3％）、となっており、「目標を上回った」と「ほぼ目標どおり」

を合わせた割合が80.7％であることから、概ね順調に進捗しています。また、「目

標を大きく上回った」及び「目標を大きく下回った」はありませんでした。 

なお、「目標を下回った」取組の主な理由としては、新型コロナウイルス感染症

の影響による国内外の旅行者の激減、各種イベント・講座の中止や入場制限等に

より参加者数等が目標を下回ったこと等によるものです。 

第２期実行プログラムの評価 
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＜第２期計画期間終了時点（令和３（2021）年度）の達成度の状況＞ 

 

達成度の状況区分 基本目標１ 基本目標２ 基本目標３ 合計 割合 

目標を大きく上回った ０ ０ ０ ０ 0.0％ 

目標を上回った １ ０ ０ １ 0.9％ 

ほぼ目標どおり 12 20 55 87 79.8％ 

目標を下回った ３ 14 ４ 21 19.3％ 

目標を大きく下回った ０ ０ ０ ０ 0.0％ 

合 計 16 34 59 109 100.0％ 

 

 

 

第２期計画期間終了時点（令和３（2021）年度）における目標を上回って達成

した取組、目標を下回った取組一覧 

○目標を上回って達成した取組 

【基本目標１】 

・海外販路開拓事業 

○目標を下回った取組 

【基本目標１】 

・ポートセールス事業 

・コンベンションホールを活用したオープンイノベーション等の推進 

・国際環境産業推進事業 

【基本目標２】 

・ミャンマー・ヤンゴン市との都市間連携による低炭素化支援の取組 

・ミューザ川崎シンフォニーホールの取組の発信 

・音楽のまちづくりの推進 

・競技スポーツ大会開催・支援事業 

・東京オリンピック・パラリンピック推進事業 

・藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム、日本民家園などの文化施設の活用 

・国際色豊かなイベントの開催 

・シティプロモーション推進事業 

・映像のまち・かわさき推進事業 

・観光振興事業 

・産業観光推進事業 

・東京オリンピック・パラリンピックを契機とした外国人観光客の誘致 

・公衆無線ＬＡＮ環境の整備 

・音楽等による文化交流の推進 

【基本目標３】 

・多文化共生推進事業 

・識字学習活動の支援 

・子ども・若者応援基金を活用したグローバル人財の育成 

・政策課題の調査研究 

目標を上回って達成     ほぼ目標どおり    目標を下回った 

１件(0.9％) 

取組数 

109 件 

87 件(79.8％) 

21 件(19.3％) 
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（２）各基本目標における主な実績 

第２期実行プログラム期間中の平成30（2018）年度から令和３（2021）年度ま

での４年間における新たな取組又は拡充した取組などを主な実績として取りま

とめました。 

 

基本目標１ 川崎発の最先端技術で世界をリードするまち 

【国際戦略拠点活性化推進事業】 

キングスカイフロントと国内外クラスターと

の拠点間連携が進み、欧州最大級のバイオクラス

ターと川崎市産業振興財団が国際連携に関する

覚書を締結したほか、新たに米国のバイオクラス

ターマネジメント組織と連携交流関係を構築し、

ビジネスマッチングや情報交流に向けた取組を

開始しました。 

 

【羽田連絡道路整備事業】 

「多摩川スカイブリッジ」（羽田連絡道路）は、

キングスカイフロントと世界との玄関口である

羽田空港をつなぐ橋であり、国際競争力の強化に

向け、羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を

強化し、多摩川両岸の成長戦略拠点の形成を支え

るインフラとして整備され、令和４（2022）年３

月に開通しました。 

 

【ポートセールス事業】 

官民で構成する「川崎港戦略港湾推進協議会」

によるポートセールス活動の結果、平成30(2018)

年にはタイ航路、中国東南アジア航路などの新規

航路が３航路開設されるとともに、翌年にはダナ

ン港との間で直行航路が開設されました。 

 

 

川崎港コンテナターミナル 

多摩川スカイブリッジ 

海外クラスターとの 

ビジネスマッチング 
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【海外販路開拓事業】 

令和２（2020）年10月に、海外展開支援の一環

として、海外現地への渡航や対面での商談が困難

な状況を踏まえ、市内企業ホームページの多言語

化やデジタルコンテンツの作成などを支援する

ため、「コンテンツグローバル化促進事業補助金」

を新設しました。 

 また、オンラインによる海外商談会の実施や、

オンライン等による継続的な相談対応支援等、新

たなビジネス様式に対応した支援施策を展開し

ました。 

 

【国際環境産業推進事業】 

川崎国際環境技術展について、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で多くの事業が中止となる中、

オンラインで継続開催することで、市内中小企業

の自社PRや商談の機会の損失を防ぐとともに、デ

ジタル化への推進にも貢献しました。 

 

 

 

基本目標２ 発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまち 

【インドネシア・バンドン市との都市間連携によ

る低炭素都市形成支援の取組】 

令和元（2019）年から、環境省の「インドネシ

アにおける河川水質改善のための都市間連携事

業」に参画し、バンドン市に対して川崎市の水環

境管理に関する知見の提供や河川管理に係るマ

スタープランの策定支援を行いました。 

 

【地球温暖化対策の推進】 

令和２（2020）年11月に、2050年の脱炭素社会

の実現に向けた戦略「かわさきカーボンゼロチャ

レンジ2050」を策定し、脱炭素化の取組を進めま

した。令和３（2021）年には、脱炭素戦略及び国

内外の急激な社会変化等を踏まえ、「川崎市地球

温暖化対策推進基本計画」を改定し、「川崎の目

指す2050年のビジョン」や温室効果ガス排出量及

び再エネ導入に係る2030年度の目標を設定しま

した。 

 

オンライン商談会 

川崎市地球温暖化対策 

推進基本計画 

オンライン開催した 

第 14 回川崎国際環境技術展

マスタープラン策定に向けた

訪日研修 
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【上下水道分野における技術協力】 

平成30（2018）年５月から、ラオス水道セクタ

ー管理体制と水道公社の能力を強化するために

必要な基盤が整備されることを目指し、JICA技術

協力プロジェクト「水道事業運営管理能力向上プ

ロジェクト（MaWaSU2）」に参画し、専門家派遣や

研修生・視察者受入を推進することで、本市の上

下水道技術を世界へ発信しました。 

 

【東京オリンピック・パラリンピック推進事業】 

令和３（2021）年７月２日から９月１日まで、

等々力陸上競技場において、英国オリンピック・

パラリンピック代表チームを受入れました。市民

ボランティアが中心となり、コロナ禍でも創意工

夫による練習サポートやおもてなしを実施し、英

国選手やスタッフが満足する練習環境を提供し

ました。 

 

 

 

基本目標３ 多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまち 

【タブレット端末等を活用した多言語案内】 

令和元（2019）年から、全ての区役所及び支

所において、タブレット端末によるテレビ通

訳システムを導入し、英語、中国語、韓国語を

始めとする19言語による外国人来庁者へ案内

を行っています。 

 

【国際交流センター等を活用した外国人相談

の実施】 

川崎市国際交流センターでは、令和元

（2019）年７月に、11言語に対応した情報提

供及び相談を行う一元的相談窓口として「多

文化共生総合相談ワンストップセンター」を

開設しました。 

 

等々力陸上競技場で 

ラグビー女子チームを 

おもてなしするボランティア 

多文化共生総合相談 

ワンストップセンター 

ラオス-日本＆MaWaSU2 

水道カンファレンス 2020 

テレビ電話による通訳（イメージ） 
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【海外帰国・外国人児童生徒相談事業】 

令和２（2020）年度から、日本語指導が必

要な児童生徒が多い学校には国際教室を設置

しました。また、令和３（2021）年度から、

国際教室がない学校にも、日本語指導の先生

が巡回して、一人ひとりに応じたきめ細やか

な指導を行いました。 

 

【人権関連事業】 

全ての市民が不当な差別を受けることなく、

個人として尊重され、生き生きと暮らすことが

できる人権尊重のまちづくりを推進していくた

め、令和元（2019）年12月に「川崎市差別のな

い人権尊重のまちづくり条例」を制定しました。 

 

 

【子ども・若者応援基金を活用したグローバル

人財の育成】 

令和元（2019）年７月から、子ども・若者応

援基金を活用し、本市の子どもや若者が、さま

ざまな分野において、国際的な幅広い視野を持

って活躍する人材をめざして挑戦することを後

押しする事業として、市立高校の生徒を対象と

したStanford e-Kawasakiを実施しています。ま

た、令和３（2021）年度から、小学５年生から

中学生までを対象としたかわさきジュニアベン

チャースクールも実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「川崎市差別のない人権尊重の 

まちづくり条例」ポスター 

国際教室での日本語指導 

閉講式における英語でのスピーチ 
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(３) 第２期実行プログラムの総合的な評価 

第２期実行プログラムの計画期間は、平成 30（2018）年度から令和３（2021）

年度までの４年間となっており、この間、世界的に流行した新型コロナウイルス

感染症の影響、大規模自然災害の発生、脱炭素社会の実現に向けた取組の進展、

社会のデジタル化の進展など、本市を取り巻く環境は急激に変化しました。 

 特に、新型コロナウイルス感染症の拡大は、世界中に大きな影響を与え、日本

を含む世界各国で、感染の抑制を目的とした外出自粛・外出制限等が実施され、

海外渡航や対面交流が困難となるなど、ヒト・モノの動きが大きく変化したこと

により、本市の国際施策は大きく影響を受けましたが、一方で、社会のデジタル

化が進展したことにより、オンラインを活用した交流の実施など、新たな取組が

行われました。 

 また、本市では、「人々の意識や社会環境のバリアを取り除き、誰もが社会参加

できる環境を創り出す」ことを理念とした「かわさきパラムーブメント」を推進

しており、ダイバーシティ（多様性）とソーシャル・インクルージョン（社会的

包摂）の重要性を認識し、外国人を含め誰もが社会参加できる環境を創り出す取

組を進めてきました。 

 このような社会変容の中、第２期実行プログラムの基本目標ごとの達成状況を

みると、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けた基本目標２「発信力を

高め世界的プレゼンスを確立するまち」については進捗が遅れたものの、基本目

標１「川崎発の最先端技術で世界をリードするまち」及び基本目標３「多様性が

市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまち」については、一定

の進捗がありました。また、今後の取組構成の妥当性においては、３つの基本目

標すべてにおいて概ね効果的な構成であると評価しました。 

 第２期実行プログラム計画期間の総合的な評価としては、新型コロナウイルス

感染症の影響により目標を下回る取組があった一方で、オンラインを活用した新

たな取組や多文化共生社会の実現や人権尊重のまちづくりの推進に向けた取組

が進展するなど、めざすグローバル都市像の実現に向け、一定の進捗がありまし

た。 

今後については、第２期実行プログラムの取組と成果等を踏まえながら、第３

期実行プログラムの計画期間において、本市の強みと魅力を最大限に活かした国

際施策を引き続き推進するとともに、近年における本市を取り巻く社会環境の大

きな変化を踏まえた取組の充実・強化を図ってまいります。 
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(４) 基本目標ごとの評価 

基本目標ごとの達成状況及び今後の取組の方向性については、次のとおりです。 

 

基本目標１ 川崎発の最先端技術で世界をリードするまち 

基本目標１の各取組の達成度の状況について、平成 30（2018）

年度及び令和元（2019）年度の２年間の達成度の状況は、「目標を

上回った」と「ほぼ目標どおり」を合わせると約９割となりましたが、令和２（2020）

年度及び令和３（2021）年度の２年間の達成度の状況は、「目標を上回った」と「ほ

ぼ目標どおり」を合わせると約８割とやや落ち込みました。 

取組の方向性ごとの状況については、「取組の方向性

１ 世界をけん引するビジネス拠点の創出」では、国際

競争力の強化に向け、羽田空港周辺地域及び京浜臨海

部の連携を強化し、多摩川両岸の成長戦略拠点の形成

を支えるインフラである「多摩川スカイブリッジ」が令

和４（2022）年３月に開通したほか、欧州最大級のバイ

オクラスターと川崎市産業振興財団が国際連携に関する

覚書を締結するなど、一定の進捗がありました。 

また、「取組の方向性２ 企業の海外展開による国際

競争力の強化」では、海外展開支援の一環として、海外

現地への渡航や対面での商談が困難な状況を踏まえ、

市内企業ホームページの多言語化やデジタルコンテン

ツの作成などを支援するため、「コンテンツグローバル

化促進事業補助金」を新設したほか、オンラインによる

海外商談会の実施や、オンライン等による継続的な相談対応支援等、新たなビジネ

ス様式に対応した支援施策を展開するなど、一定の進捗がありました。 

また、「取組の方向性３ 海外への先端環境技術移転によるビジネス展開」では、

川崎国際環境技術展については、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、令和

２（2020）年度及び令和３（2021）年度はオンラインで開催し、通常開催と同数の

ビジネスマッチング数や来場者数には至りませんでしたが、オンラインでの開催な

どの新たな手法に取り組んだことで、これまでアクセスできていなかった層にアプ

ローチするなど、一定の進捗がありました。 

これらの結果、基本目標１の達成状況は「Ｂ 一定の進捗があった」としました。 

基本目標１を構成する取組は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の

取組構成の妥当性としては、「Ⅱ 概ね効果的な構成である」としました。今後の方

達成状況 今後の方向性 

Ｂ Ⅱ 

多摩川スカイブリッジ 

オンライン商談会 
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向性については、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容や急速に進む社

会のデジタル化等の近年における社会環境の大きな変化を踏まえながら、引き続き、

川崎発の最先端技術で世界をリードするまちの実現に向けた、先端技術や産業集積

をいかした国際展開の取組を着実に推進します。 

 

基本目標２ 発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまち 

令和元（2019）年度以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に

より、日本を含む世界各国で、感染の抑制を目的とした外出自粛・

外出制限等が実施され、我が国の水際対策が開始された令和２（2020）年２月１日

以降、外国人入国者数は大幅に減少しました。 

このことにより、本市においても主要観光施設の年間観光客数や宿泊施設の年間

外国人宿泊客数が激減し、また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、

イベントの中止や施設休館等を余儀なくされました。 

 

 

基本目標２の各取組の達成度の状況について、平成 30（2018）年度及び令和元

（2019）年度の２年間の達成度の状況は「ほぼ目標どおり」が約９割でしたが、

令和２（2020）年度及び令和３（2021）年度の２年間の達成度の状況は「ほぼ目

標どおり」が約６割、「目標を下回った」が約４割と「目標を下回った」が増加し

ました。 

達成状況 今後の方向性 

Ｃ Ⅱ 

出典：出入国在留管理庁ホームページ 
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 取組の方向性ごとの状況については、「取組の方向性１ 国際的認知度向上の促

進」では、令和 32（2050）年の脱炭素社会の実現に向けて、令和２（2020）年 11 月

に脱炭素戦略「かわさきカーボンゼロチャレンジ 2050」を策定し、さらに、脱炭素

戦略を踏まえ、川崎市地球温暖化対策推進基本計画を改定し、

2030 年度の目標設定や５大プロジェクトなどを位置付けた一

方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響によるイベ

ントの中止や感染症対策による入場制限により、「ミューザ川崎

シンフォニーホールの取組の発信」といった世界に発信できる

魅力づくりの取組において目標を下回ったことから、全体とし

ては、当初の予定よりも進捗は遅れています。 

また、「取組の方向性２ 海外から人を川崎にひきつける

まちづくり」では、民間開発事業の誘導により、川崎駅周辺のホテルの開業及びオ

フィス入居開始につながるなど、海外ビジターの受入環境の整備について一定の進

捗があった一方で、「観光振興事業」、「産業観光推進事業」、「東京オリンピック・パ

ラリンピックを契機とした外国人観光客の誘致」の取組については、Facebook やイ

ンフルエンサーを活用し更なる情報発信を行ったものの、令和２年度以降、新型コ

ロナウイルス感染症拡大による国内外の旅行者の激減や観光施設の休館、各種事業

の中止や延期により、目標を下回ったことから、全体としては、当初の予定よりも

進捗は遅れています。 

なお、令和２（2020）年に開催予定であった東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会については、

開催が延期され、令和３（2021）年に、原則無観客で

開催されました。本市で、令和３（2021）年７月から

９月まで、英国のホストタウンとして、代表チームの

事前キャンプを受け入れましたが、選手団へのボラン

ティア等による直接的なサポートや、市民との交流事

業などが実施できず、受入れの様子を本市 YouTube チ

ャンネルで公開するなど、受入れ結果の周知活動を行いました。 

また、「取組の方向性３ 海外諸都市との戦略的な関係の構築」では、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により諸外国との往来の制限がある中でも、台湾、タイ、ベ

トナム現地の企業とオンライン形式で商談会を実施し、市内企業のビジネスマッチ

ングを支援する一方で、海外都市からの訪問受入の件数が減少したことから、当初

の予定よりも進捗は遅れています。 

これらの結果、基本目標２の達成状況は「Ｃ 進捗が遅れた」としました。 

等々力陸上競技場で 

ラグビー女子チームを 

おもてなしするボランティア 

かわさきカーボンゼロ

チャレンジ 2050 
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基本目標２を構成する取組は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響によ

るイベントの中止や感染症対策による入場制限、国内外の旅行者の激減や観光施設

の休館等により目標を下回ったものであり、新型コロナウイルス感染症の影響を受

ける以前の平成 30（2018）年度及び令和元（2019）年度は、概ね目標どおりに進捗

していることから、今後の取組構成の妥当性としては、「Ⅱ 概ね効果的な構成であ

る」としました。今後の方向性については、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る社会変容を踏まえたウィズコロナ・ポストコロナ社会を見据えて、急速に進む社

会のデジタル化に対応するとともに、脱炭素社会の実現に向けた取組を進めるなど、

引き続き、発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまちの実現に向けた、強みと

魅力を活かした世界的プレゼンスの向上の取組を着実に推進します。 

 

基本目標３ 多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまち 

本市における外国人住民人口は、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大前である令和２（2020）年３月末時点までは増加傾向に

ありましたが、令和３（2021）年度以降減少傾向に転じました。今後、新型コロナ

ウイルス感染症や景気の動向等による影響は見通せないものの、令和元（2019）年

４月に施行された出入国管理及び難民認定法の改正により新たな在留資格「特定技

能」が創設されるなど、外国人市民が増加する要因があります。 

 

 

 

基本目標３の各取組の達成度の状況について、平成 30（2018）年度及び令和元

（2019）年度の２年間の達成度の状況は、約 10 割が「ほぼ目標どおり」となってい
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達成状況 今後の方向性 

Ｂ Ⅱ 

資料：川崎市「管区別年齢別外国人住民人口」各年３月末日人口から作成 
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ましたが、令和２（2020）年度及び令和３（2021）年度の２年間の達成度の状況は

約９割が「ほぼ目標どおり」となりました。 

取組の方向性ごとの状況については、「取組の方向性１ 地域での交流・多文化共

生の促進」では、「（公財）川崎市国際交流協会と連携した取組」として、各種事業・

イベント、講座、ボランティア活動等の情報発信を行うなど、国際相互理解、国際

交流、地域の支え合いに一定の進捗がありました。また、「市立学校への外国人市民

の講師派遣」の取組として、地域の外国人市民等を自国の文化を児童生徒に伝える

ボランティア「民族文化講師」として派遣するなど、外国人市民の社会参画に向け

た取組を実施したことから、一定の進捗がありました。 

また、「取組の方向性２ 誰もが暮らしやすい環境づくり」では、区役所において、

タブレット端末を活用した外国人来庁者への多言語案内の実施や、川崎市総合コン

タクトセンター「サンキューコールかわさき」における多言語対応を推進するなど

のコミュニケーション支援を行ったほか、川崎市国際交流センター外国人相談窓口

「多文化共生総合相談ワンストップセンター」において、増加する外国人市民の日

常生活に関する幅広い相談に的確に対応するなど、一定の進捗がありました。 

また、「取組の方向性３ グローバル都市・川崎を担う人材の

育成・活用等」では、令和元（2019）年 12 月に「川崎市差別の

ない人権尊重のまちづくり条例」を制定し、全ての市民が不当

な差別を受けることなく、個人として尊重され、生き生きと暮

らすことができる人権尊重のまちづくりを推進していくこと

が明確化され、互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわし

い市民意識の醸成を行うなど、一定の進捗がありました。 

これらの結果、基本目標３の達成状況は「Ｂ 一定の進

捗があった」としました。 

基本目標３を構成する取組は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の

取組構成の妥当性としては、「Ⅱ 概ね効果的な構成である」としました。今後の方

向性については、外国人市民の更なる増加が見込まれ、ダイバーシティ（多様性）

とソーシャル・インクルージョン（社会的包摂）の重要性も高まる中で、多文化共

生社会の実現や人権尊重のまちづくりの推進に向けた取組を進めるとともに、人々

の意識や社会環境のバリアを取り除き、誰もが社会参加できる環境を創出すること

を理念とした「かわさきパラムーブメント」の取組を進めるなど、引き続き、多様

性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまちの実現に向けた、

多様性を活かしたまちづくりの取組を着実に推進します。 

 

「川崎市差別のない人権尊重の 

まちづくり条例」ポスター 
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３ 第２期実行プログラムの基本目標評価シート 

●基本目標評価シート（川崎市国際施策推進プラン第２期実行プログラム評価）の見方 

「基本目標評価シート（川崎市国際施策推進プラン第２期実行プログラム評価）」は、

３つの基本目標ごとに、各取組の達成度の状況を把握した上で、基本目標ごとに設定し

た参考指標の達成度等の定量的な成果及び各取組の実績等を踏まえた定性的な成果等

により、基本目標の達成状況及び取組構成の妥当性を含めた今後の方向性を総合的に評

価するために取りまとめたものです。 

基本目標評価シートと記載内容の見方は、次のとおりです。 
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101 人指標の
説明

環境関連施設の海外からの視察・研修受入人数※オンライン含む

127 千TEU指標の
説明

川崎港コンテナターミナルにおいて、取り扱われた輸出入、移出入コンテナ貨物の
量（指定管理者からの実績報告）

2

環境関連施設の海外からの視察・研修受入人数

実績 232 302 60

1

川崎港コンテナターミナルにおけるコンテナ取扱貨物量

実績 135 153 161

数値で把握できる補足指標　（指標の説明） 実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 単位

（H28） 指標達成度 a a a a 増減

104.3% 124.3% 128.6% ↗達成率(ⓑ/ⓐ） 120.0%

（H26） 実績値ⓑ 84 73 87 90
5

上下水道分野における官民連携による国際展開活動
件数

42 目標値ⓐ 70 70 70 70
件

a 増減（H28） 指標達成度 a a a

4

指標の
説明

かわさき水ビジネスネットワークを通じた水関連企業の海外展開支援
に関する活動件数

119

指標の
説明

各年度における稼働中のプロジェクトの件数
2 達成率(ⓑ/ⓐ） 100.0% 100.0% 120.0% 114.3% ↗

（H27） 実績値ⓑ 5 5 6 8
5 7

件
グリーンイノベーションクラスターのプロジェクトの年間
件数

2 目標値ⓐ 5 5

増減（H28） 指標達成度 a a d b
↗

- 77.1% ↗

指標の
説明

市の支援策を活用した企業にヒアリングやアンケートを実施
840 達成率(ⓑ/ⓐ） 133.9% 113.1% 46.4% 82.1%

（H26） 実績値ⓑ 1,071 905 371 657
800 800 800

件

-

から設定 実績値ⓑ - 10.5 - 10.8

3

市が支援したビジネスマッチングの年間成立件数
581 目標値ⓐ 800

(H29) 指標達成度 - b - b 増減

87.5%
2

キングスカイフロントにおける取組を知っていて、評価
できると回答した人の割合

第2期 目標値ⓐ - 12 - 14
％

a 増減（R29） 指標達成度 a a a

指標の
説明

市民アンケートにおいて「市の取組を知っており、取組を評価できる」と
回答した人の割合

9.6 達成率(ⓑ/ⓐ）

276.2% 253.6% 242.9% ↗
から設定 実績値ⓑ 19 58 71 85

35
件

単位等
2期策定時

参
考
指
標

1

キングスカイフロント域内外の企業等マッチング件数
第2期 目標値ⓐ 15 21 28

参考指標名　（指標の説明）
1期策定時

目標・実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

100% 100% 100% ％

指標の
説明

市の支援を通じてキングスカイフロント立地機関と域内外の企業等と
のマッチングに至った件数

9 達成率(ⓑ/ⓐ） 126.7%

取組数の合計
件数 16 16 16

割合 0% 0% 0% 0% ％

件数 0 0 0 0 件

16 件

4 目標を下回った
件数 1 2

割合 88% 75% 63% 75% ％

割合 6% 13% 25% 19% ％

3 件

2 目標を上回った
件数 1 2

割合 0% 0% 0% 0% ％

割合 6% 13% 13% 6% ％

R3年度 単位等

1 目標を大きく上回った
件数 0 0 0 0 件

各取組の達成度の状況
（「【参考】基本目標１を構成する取組の
評価」記載の各取組の達成度の状況に
ついて、各年度ごとに達成度区分の件

数を集計し、割合を算出）

　達成度区分の説明 目標・実績 H30年度 R1年度 R2年度

2

4

割合 100%

3 ほぼ目標どおり
件数 14 12 10 12 件

1 件

5 目標を大きく下回った

２　各取組の達成度や参考指標、その他成果などの状況

取組方針 先端技術や産業集積をいかした国際展開

取組の方向性
１　世界をけん引するビジネス拠点の創出
２　企業の海外展開による国際競争力の強化
３　海外への先端環境技術移転によるビジネス展開

基本目標評価シート（川崎市国際施策推進プラン第2期実行プログラム評価）

１　基本目標１の概要

基本目標 川崎発の最先端技術で世界をリードするまち
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Ⅱ

●基本目標を構成する取組は概ね目標どおりに進捗していることから、今後の取組構成の
妥当性は「Ⅱ　概ね効果的な構成である」としました。
●今後の方向性としては、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容や急速に進
む社会のデジタル化等の近年における社会環境の大きな変化を踏まえながら、引き続き、
川崎発の最先端技術で世界をリードするまちの実現に向けた、先端技術や産業集積をい
かした国際展開の取組を着実に推進します。
●世界最高水準の研究開発から新産業を創出する拠点の形成や、東アジアの物流拠点を
めざす川崎港の機能強化、海外からの人材の生活環境充実に向けた取組を通して、世界
から人・企業が集まるビジネス拠点を整備します。
●ASEANをはじめアジアを中心とした海外への販路開拓等の海外展開など、市内企業へ
の支援に取り組むことにより、市内産業の国際競争力を強化し、海外の経済活力を本市の
成長に取り込みます。
●都市環境の悪化や水資源の不足などの地球的課題を解決するため、本市の強みである
優れた環境技術やノウハウを持つ企業の海外展開を支援することにより、産業の交流や官
民連携による国際展開を推進します。

Ａ．順調に推移した
　　（目標達成した）
Ｂ．一定の進捗があった
　　（目標未達成のものがあるが
　　一定の進捗があった）
Ｃ．進捗が遅れた
　　（目標を下回るものが
　　多くあった）
Ｄ．進捗は大幅に遅れた
　　（目標を大幅に下回った）

B

●各取組の達成度の状況について、平成30年度及び令和元年度の２年間の達成度の状
況は、「目標を上回った」と「ほぼ目標どおり」を合わせると約９割となりましたが、令和２年
度及び令和３年度の２年間の達成度の状況は、「目標を上回った」と「ほぼ目標どおり」を合
わせると約８割とやや落ち込みました。令和３年度においては、 「ポートセールス事業」「コ
ンベンションホールを活用したオープンイノベーション等の推進」「国際環境産業推進事業」
の３つの取組については、新型コロナウイルス感染症の影響等により目標を下回った一方
で、「海外販路開拓事業」の取組については、商談会開催やビジネスマッチング等を、オン
ラインにより海外企業との商談機会を創出したこと等により目標を上回っています。その他
の12の取組については、概ね目標どおりに進捗しています。
●参考指標の「キングスカイフロント域内外の企業等マッチング件数」は、年々上昇して目
標を達成しており、臨海部の戦略的な拠点整備による企業集積に一定の成果があった他、
令和４年３月の「多摩川スカイブリッジ」開通や欧州最大級のバイオクラスターMedicen
Paris Regionと川崎市産業振興財団が国際連携に関する覚書を令和２年度に締結するな
ど、「世界をけん引するビジネス拠点の創出」に一定の進捗がありました。
●参考指標の「市が支援したビジネスマッチングの年間成立件数」は、コロナ禍においてオ
ンラインによる海外商談会の開催及び海外ビジネスマッチングの実施等により推進しました
が、海外現地での展示会の著しい減少等により、令和２年度、令和３年度は目標を下回り
ました。一方で、「コンテンツグローバル化促進事業補助金」により、海外展開に向けて行う
自社コンテンツのグローバル化を推進しました。加えて、グリーンイノベーションクラスター
事業では、目標とするグリーンイノベーションクラスターのプロジェクト創出件数を達成し、コ
ンテナターミナルにおいては、平成30年度には新規航路を３航路開設するなど、「企業の海
外展開による国際競争力の強化」に一定の進捗がありました。
●川崎国際環境技術展は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、令和２年度及び
令和３年度はオンラインで開催し、通常開催と同数のビジネスマッチング数や来場者数とは
なりませんでしたが、オンライン開催などの新たな手法に取り組んだことで、これまでアクセ
スできていなかった層にアプローチするなど、一定の進捗がありました。また、「環境関連施
設の視察受入」において、オンライン含めて海外からの視察・研修受入を行った他、「上下
水道分野における国際展開推進事業」において、かわさき水ビジネスネットワーク会員に向
けたセミナーの開催や、海外展開スキームへの応募等の取組の実施やオンラインを取り入
れた活動の実施など、「海外への先端環境技術移転によるビジネス展開」に一定の進捗が
ありました。

４　今後の方向性

今後の
取組構成の

妥当性

区　分 選択区分 「取組構成の妥当性を選択した理由」及び「今後の方向性」

Ⅰ．効果的な取組構成である
　　（現状のまま継続する）
Ⅱ．概ね効果的な構成である
　　（一部見直し等の余地がある）
Ⅲ．あまり効果的な取組構成でない
　　（見直し等の余地が大きい）
Ⅳ．取組構成に問題がある
　　（抜本的な見直し等が必要である）

※ 指標達成度の目安【 a．目標値以上（100％以上）、b．１期策定時以上～目標値未満、c．目標達成率60％以上～１期策定時未満、d．目標達成率60％未満】
　　（第２期実行プログラムから新たに設定した指標は、指標達成度ｂ又はｃにおける「１期策定時」を「２期策定時」に読み替えるものとする）

３　基本目標１の達成状況

基本目標の
達成状況

（各取組の達成状況
を把握した上で、定
量的な成果及び定
性的な成果等によ
り、総合的に評価）

区　分 選択区分 達成状況区分を選択した理由

定性的な成果
（取組を進めたこと

で発現した数値では
測れない効果など

について記載）

●国際競争力の強化に向け、羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化し、多摩川両岸の成長戦略拠点の形成を支えるインフラであ
る「多摩川スカイブリッジ」が令和４年３月に開通しました。
●多摩川スカイブリッジの開通を契機として、キングスカイフロントネットワーク協議会・羽田エアポートガーデン・羽田イノベーションシティの三
者による包括連携協定が締結され、羽田側との連携体制を構築しました。
●キングスカイフロントの多様な立地機関と連携し、域内外でのマッチング・国内外のクラスターとピッチイベント等を実施しました。
●かわさき新産業創造センターの指定管理者や４大学ナノ・マイクロファブリケーションコンソーシアムと協力し、入居ベンチャー企業等が大企
業や大学等と交流を図るマッチングイベントの開催や、個別マッチングを通じて、入居ベンチャー企業と大企業が共同プロジェクトを行う等、
オープンイノベーションを推進しました。また、新型コロナウィルス感染症に対してもオンラインを活用して取組が停滞しないよう対応しました。
●コンテナターミナルにおいて、官民で構成する「川崎港戦略港湾推進協議会」によるポートセールス活動の結果、平成30年にはタイ航路、中
国東南アジア航路などの新規航路が３航路開設されるとともに、翌年にはダナン港との間で直行航路が開設されました。さらに、荷主の獲得
や既存荷主のフォローアップなどを的確に行うなど、コンテナ取扱貨物量の増加に取り組みました。
●「川崎市海外ビジネス支援センター（略称：KOBS＜コブス＞）」における専門のコーディネーターによる海外展開に関するオンラインや対面で
の相談対応等により、海外展開海外展開を希望する市内企業の活動を支援しました（相談等支援件数　H30：380件、R1：425件、R2：441件、
R3：538件）。また、市内企業の海外ビジネスを支援するため、「グローバル展開支援事業補助金」により、海外で開催される展示会への出展等
の支援を行った他、「コンテンツグローバル化促進事業補助金」により、海外展開に向けて行う自社コンテンツのグローバル化（ＨＰの多言語
化、デジタルコンテンツの作成等）を推進しました。
●川崎国際環境技術展について、新型コロナウイルス感染症の影響で多くの事業が中止となる中、オンラインで継続開催することで、市内中
小企業の自社PRや商談機会の損失を防ぐとともに、デジタル化への推進にも貢献しました。
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3 B Ⅱ

B Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

8
連雲港港との交流
推進

連雲港港と川崎港の発展と、相互利用の
促進につながる人材交流及び情報交換を
進めます。

友好港交流推進事業 ４－４－２

●中国・連雲港港との貿易促進や定期航路の開設・維持に向
けた人材交流等の取組の実施
【Ｈ３０】連雲港港代表団の来訪や連雲港港への訪問時にコンテ
ナ定期航路の維持やポートセールスに関する意見交換や人材
交流を行うとともに覚書の更新の実施
【Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３】メール等を通じてコンテナ定期航路の維持や
ポートセールスに関する意見交換を実施。

3

B Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

7
友好港ダナン港との
交流推進

ダナン港と川崎港の発展と、相互利用の
促進につながる人材交流及び情報交換を
進めます。

友好港交流推進事業 ４－４－２

●ベトナム・ダナン港との貿易促進や定期航路の開設・維持に
向けた人材交流等の取組の実施
【Ｈ３０】ダナン港への訪問や代表団の来訪時に港湾開発や貿
易促進に関する意見交換や人材交流を実施。
【Ｒ１】ダナン港への訪問時に港湾開発や貿易促進に関する意
見交換や人材交流を実施。
【Ｒ２】メール等を通じてコンテナ定期航路の維持やポートセール
スに関する意見交換を実施。
【Ｒ３】ダナン港長以下の幹部とのオンライン会議を行い、コロナ
禍における両港の近況報告、その他情報交換を実施。

3

A Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ
6

東アジアの国際ハ
ブポート形成に向け
た京浜３港の連携

アジア諸港との競争の中で川崎港がプレ
ゼンスを発揮するため、東京港、横浜港か
らなる京浜３港の連携を深め、一体となっ
て貨物集荷や港湾機能の充実・強化を進
めることで、京浜港の国際競争力の強化
に向けた取組を進めます。

京浜港広域連携推進
事業

４－４－２

●京浜港連絡協議会運営のための会議を実施（H30：8回、R1：
2回、R2：5回、R3：7回）
●港湾運営会社に対して、ポートセールス等の支援や指導を行
い、コンテナ貨物の集貨の取組を推進
●川崎港利用促進コンテナ貨物補助制度のPR、新規輸出貨物
等の獲得に向けた補助制度の利用条件緩和や単価の見直し及
び市内中小企業向け補助制度の実施など、川崎港の特徴を活
かした取組を推進

3

4 B Ⅱ

2 A Ⅰ

2 A Ⅰ

②海外との港湾物流の促進

5 ポートセールス事業
川崎港の利用促進を図るため、貨物取扱
量の増加や新規航路の開設に向けた
ポートセールスを推進します。

ポートセールス事業 ４－４－２

●在来貨物の取扱量の維持・拡充に向けたマッチング支援
●官民一体となったポートセールス活動を推進
【Ｈ３０】新規コンテナ航路を３航路開設
【Ｒ１、Ｒ２】目標を１万ＴＥＵ以上上回るコンテナ取扱貨物量を達
成（コンテナ取扱貨物量：（Ｒ１）１５３千ＴＥＵ、（Ｒ２）１６１千TEU)
【Ｒ３】新型コロナウイルス感染症の影響でコンテナ取扱貨物量
が減少（コンテナ取扱貨物量：１２７千ＴＥＵ（目標：１５０千ＴＥ
Ｕ））

2 A Ⅰ

4 B Ⅰ

3 A Ⅵ

3 A Ⅰ

4 B Ⅰ
4

羽田連絡道路整備
事業

羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連
携を強化し、成長戦略拠点の形成を支え
るインフラとして、羽田連絡道路の整備を
進めます。

羽田連絡道路整備事
業

４－４－１

●着実に工事を推進し、令和4年3月12日に開通させ、工事が完
了
【R3】橋梁名称を公募し、「多摩川スカイブリッジ」に決定
【R3】橋梁名称の公表や開通日の公表について、市長会見で発
表するなど、広報活動の実施により、本事業やキングスカイフロ
ントの認知度向上を図るとともに、本市のPRに貢献

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3
新川崎・創造のもり
推進事業

「新川崎・創造のもり」を拠点として、４大
学ナノ・マイクロファブリケーションコンソー
シアムと連携し、ナノ・マイクロ技術を核と
した産学連携による研究開発を推進しま
す。また、オープンイノベーションによる新
たな産業の創出や新製品の開発を促進す
るため、「産学交流・研究開発施設
（AIRBIC）」を整備し、運営を開始します。

新川崎・創造のもり推
進事業

４－２－３

●Ｋ２セミナー等の開催
（開催回数　H30：8回、R1：5回、R2：8回、R3：8回）
（参加人数　H30：274人、R1：114人、R2：250人、R3：270人）
●ナノ・マイクロ技術支援講座の開催
（開催回数　H30：12回、R1：12回、R2：11回、R3：12回）
（参加人数　H30：239人、R1：217人、R2：717人、R3：250人）
●ナノ・マイクロ機器利用促進補助金
（利用件数　H30：1件、R1：2件、R2：1件、R3：1件）
●新川崎地区ネットワーク協議会については、年２回開催の協
議会・役員会で取組等の方針を決めて、会員企業等の産学・産
産連携に向けた取り組みの実施
●ＡＩＲＢＩＣは平成30年度に共用開始し、産学・産産連携による
新技術・新産業の創出を促進
●令和３年７月に、新川崎・創造のもりにアジア初となるゲート
型商用量子コンピューティングシステムが稼働を開始し、連携し
て普及と発展を図るため、日本ＩＢＭ及び東京大学と三者協定を
締結

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

Ⅱ

3 A Ⅱ
2 臨海部のＰＲ推進

企業活動や企業と市民の接点が伝わり、
理解できる仕組みや学習機会の創出など
を進め、臨海部の認知度・理解個向上、イ
メージ向上、シビックプライドの醸成を図り
ます。

臨海部活性化推進事
業

４－４－１

●教育機関に向けた見学会の実施等
●PR動画の作成・展開
●海外インフルエンサー向け臨海部ツアー(R1のみ)
●市北部科学館でのPRイベントの実施（R3）

3 A

3 A Ⅱ

3 A Ⅲ

3 A Ⅰ

3 A Ⅲ

1
国際戦略拠点活性
化推進事業

キングスカイフロントにおいて、国の支援
策の活用を図りながら、ライフイノベーショ
ンにより京浜臨海部の持続的な発展と日
本の経済成長を牽引する国際戦略拠点
の形成・成長に向けた取組を推進します。
また、国際戦略拠点に相応しい高水準な
整備や機能導入を推進することで、研究
者などの交流や就業環境等の向上を図る
とともに、国内外から「ヒト・モノ・ビジネス」
を呼び込む環境整備を行い、イノベーショ
ンの創出を加速させます。
さらに、羽田空港周辺地域との連携により
相乗効果を高め、一体的な成長戦略拠点
を形成します。

国際戦略拠点活性化
推進事業

４－４－１

●国際戦略総合特区制度等の国の制度を活用しながらキング
スカイフロントへの誘致活動を行い、令和3年度にはすべての土
地所有者が確定し、70機関が集積する拠点として概成
●災害時の安全対策及び良好な景観形成を図るため、電線類
地中化に向けた殿町39号線他の電線共同溝引込管路やエント
ランス部の整備等を実施
●キングスカイフロントにおける研究・事業活動のさらなる活性
化を目的として、令和2年4月、産業振興財団に殿町キングスカ
イフロントクラスター事業部を設置し、キングスカイフロントの研
究成果の事業化や市内産業への波及、国内外の拠点との連携
等について、本市と協働して実施
●多摩川スカイブリッジの開通を契機とし、キングスカイフロント
ネットワーク協議会・羽田エアポートガーデン・羽田イノベーショ
ンシティの三者による包括連携協定が締結され、羽田側との連
携体制を構築

R3年度

取組の方向性１ 世界をけん引するビジネス拠点の創出

①キングスカイフロントを中心とした国際戦略拠点形成等

取組内容
に対する
達成度

施策への
貢献度

今後の事
業の方向

性

H30年度

R1年度

R2年度

【参考】基本目標１を構成する取組の評価

番
号

取組名 取組の内容
事務事業名
【総合計画】

施策
番号
【総合
計画】

取組内容の実績等

22 27



※ 取組名が「〇〇事業」となっている取組以外は、総合計画の事務事業の一部の取組となります。
※ 取組内容に対する達成度【１．目標を大きく上回った、２．目標を上回った、３．ほぼ目標どおり、４．目標を下回った、５．目標を大きく下回った】
※ 施策への貢献度【Ａ．貢献している、Ｂ．やや貢献している、Ｃ．貢献度合いが薄い】
※ 今後の事業の方向性【Ⅰ．現状のまま継続、Ⅱ．改善しながら継続、Ⅲ．事業規模拡大、Ⅳ．事業規模縮小、Ⅴ．事業廃止、Ⅵ．事業終了】

3 B Ⅱ

②上下水道分野における官民連携による国際展開

16
上下水道分野にお
ける国際展開推進
事業

水関連企業の海外展開支援と世界の水
環境改善のため、上下水道分野の国際展
開を推進します。

上下水道分野における
国際展開推進事業

４－１－１

３－１－１

【H30】海外からの視察・研修受入れ（21件、232名）
【R1】海外からの視察・研修受入れ（19件、302名）
【R2】海外からの研修受入れ（オンライン4件、60名）
【R3】海外からの研修受入れ（オンライン5件、101名）

3 B

3 B Ⅱ

3 B

3 A Ⅰ

●川崎エコタウンなどの環境関連施設の視察対応による情報
発信
（視察人数：H30：1,046人、R1：697人、R2：実績なし、R3：54人
※R3はオンライン対応）
●川崎エコタウンのＰＲ動画を作成・配信　※R2以降実施
（再生回数：R2：約10,000回、R3：約5,000回）

地球温暖化対策事業 ３－１－１

●かわさきエコ暮らし未来館の来館者数は4年間で44,519人（来
館者数 H30：12,925名、R1：14,688名、R2：5,407名、 R3：11,499
名）
●夏休み環境教室（参加人数 H30：245名、R1：621名、R2：119
名、 R3：372名）、ミニ環境教室を開催（参加人数 H30：470名、
R1：656名、R2：182名、 R3：310名）
●浮島処理センター・かわさきエコ暮らし未来館等を巡るバスツ
アーを開催（参加人数 H30：40名、R1：中止、R2：不実施、 R3：
27名）
●イベント等への出張講座を実施（参加人数 H30：280名、R1：
260名、R2：170名、 R3：254名）

国際環境技術連携事
業

●かわさき水ビジネスネットワーク会員向けセミナーの開催
●海外展開スキームへの応募の取組等を実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A

A Ⅱ

A Ⅱ

4 A Ⅰ

3 A Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

3

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

Ⅱ

14
環境調和型まちづく
り（エコタウン）推進
事業

川崎エコタウン構想の更なる推進を図るた
め、エコタウン立地企業等の資源循環の
取組を支援するとともに、情報発信や視察
の受入を広く行うほか、視察受入拠点とし
ての川崎エコタウン会館の管理を行いま
す。

環境調和型まちづくり
（エコタウン）推進事業

４－２－２

●ゼロエミ工業団地の見学ツアーの実施
（参加人数：H30：32人、R1：64人、R2：0人、R3：89人）
※R2、R3は工場見学動画を配信。参加人数はアンケート回収
数を適用。（動画の再生回数自体は各年1,000回以上。）
●エコタウン会館の施設維持・管理の実施

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

15
環境関連施設の視
察受入

川崎エコタウンなどの環境関連施設の視
察を受け入れ、先端技術等の情報を海外
へ発信します。

環境調和型まちづくり
（エコタウン）推進事業

４－２－２

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ
13

国際環境産業推進
事業

市内企業の新たな環境関連ビジネスの創
出や国際的なビジネスマッチングの場を
提供するとともに、環境関連の多様な主
体によるネットワーク組織であるグリーン
イノベーションクラスターを通じて、海外展
開を支援します。

国際環境産業推進事
業

４－１－１

●川崎国際環境技術展の開催　※R2、R3はオンライン開催
（【来場者数】H30：16,000人、R1：16,900人、R2：6,833人、R3：
4,332人）
（【ビジネスマッチング件数】H30：780件、R1：562件、R2：110件、
R3：356件）
●グリーンイノベーションクラスターのプロジェクトによる環境関
連ビジネスの創出及び国際貢献の推進
（H30：5件、R1：5件、R2：6件、R3：8件）

4 B Ⅱ

3 A Ⅱ

4 B Ⅱ

取組の方向性３ 海外への先端環境技術移転によるビジネス展開

①環境産業のグローバル化の促進

B Ⅱ

4 B Ⅱ

4 C Ⅱ

3 B Ⅱ

12

コンベンションホー
ルを活用したオープ
ンイノベーション等
の推進

企業、研究機関、市民その他の多様な主
体が交流する機会を創出することにより、
オープンイノベーション等を推進します。

川崎市コンベンション
ホール管理運営事業

４－２－３

●指定管理者がもつ業界で実績のある民間のノウハウを活用
したホールの管理・運営(ホール稼働率　H30:38％、R1:42％、
R2:21％、R3:35％)
●催事の際のパンフレットの配架とともに、近隣企業や住民へ
のポスティング等、企業や団体等へＤＭ送付
【Ｈ30】　4月16日に開館記念式典を開催(来場者：436人）
【Ｒ1】　感謝祭での直前割引チラシの配布
【R2・R3】コロナ禍でも需要がある教育・資格等の分野へDM送
付を実施

4

B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

2 A Ⅱ

11 対内投資促進事業

地理的優位性や環境技術の蓄積など、本
市ビジネス環境情報を外資系企業等に対
して効果的に情報発信し、対内投資を促
進します。

対内投資促進事業 ４－１－３
●対内投資連絡会議の実施(H30:12回、R1:12回、R2:12回、
R3:12回)

3

2 A Ⅱ

2 A Ⅱ

①企業の海外ビジネス展開支援

10 海外販路開拓事業
海外での販路開拓に係る商談機会の創
出、国内外でのフォローアップ等を通じ、
市内企業の海外展開を促進します。

海外販路開拓事業 ４－１－１

●海外販路開拓に向けた展示会・商談機会での支援等を実施
（H30：28社、R1：40社、R2：42社、R3：35社）
●海外ビジネス支援センター（ＫＯＢＳ）のコーディネーターによ
る市内企業の海外展開支援
●市内企業のニーズに応じたセミナー等の開催

3 A Ⅱ

A Ⅱ

3 A Ⅱ

取組の方向性2 企業の海外展開による国際競争力の強化

JR川崎駅北口自由通
路等整備事業

４－５－１

●観光案内所の運営方法について適宜見直しながら、利用者
の利便性を向上させることを目標に運営し、賑わいの創出に寄
与
●観光案内所での多言語による観光案内
【H30～】英語や中国語で対応できるコンシェルジュを常時２名
配置
【H30～】多言語での情報発信による市の魅力発信の強化
【R2】日本政府観光局の「２０１９年度　ステキな施設の認定案
内所」に選出
【R3】テレビ多言語通訳サービスの対応言語の拡充

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

③高度人材の呼び込みに向けた環境づくり

9
川崎駅周辺の国際
化に対応したまちづ
くり

「川崎駅周辺総合整備計画」や「京急川崎
駅周辺地区まちづくり整備方針」に基づ
き、国際化を見据えた都市拠点の形成や
多言語による案内・情報発信の充実を図
ります。

京急川崎駅周辺地区
整備事業

４－５－１

●川崎駅北口第２街区１０番館ビルについて、設計完了、解体・
建築工事に着手
●京急川崎駅西街区の事業着手に向けた調整を進めるととも
に、基盤の整備等に関する検討等の実施

23 28



指標の
説明

川崎市観光パンフレット「川崎日和」の発行部数※リニューアル含む
（H30：英語版3,000部、ハングル版700部、R1：英語版3,000部、簡体字版950部、
R2：英語版3,000部、繁体字版800部、R3英語版3,000部、簡体字版800部）

市民および来訪者の誰もが、統一された認証方式により利用できる公衆無線ＬＡＮ
（Ｗi-Fi）のアクセスポイント数

2

川崎市観光パンフレット「川崎日和」（川崎市観光協会発行）の発行部数

実績 3,700 3,950

単位

1
公衆無線ＬＡＮ（Ｗi-Fi）アクセスポイント数

実績 1,666 1,741 1,703 1,785 か所指標の
説明

数値で把握できる補足指標　（指標の説明） 実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度

3,800 3,800 部

（H28） 指標達成度 a a d d
↗

20 達成率(ⓑ/ⓐ） 123.8%

指標の
説明

海外への派遣や海外からの視察、研修生の受入等の件数※ＷＥＢ
ミーティング等含む

146 達成率(ⓑ/ⓐ） 139.3% 121.4% 17.9% 17.1%

（H26） 実績値ⓑ 195 170 25 24
140 140 140

件

増減

指標の
説明

市内主要宿泊施設の外国人宿泊客数の集計に基づく市内全体の宿
泊施設の推計値

（H26） 実績値ⓑ 26 28 6 1

（H28） 指標達成度

（H28）
指標達成度

目標値ⓐ

b a

指標の
説明

川崎市観光協会が運営する多言語（英語・繁体字・簡体字・韓国語）
のホームページの閲覧件数

39,186 達成率(ⓑ/ⓐ） 41.1% 58.0% 29.6% 28.3% ↗
（H26） 実績値ⓑ 17,685 24,921 12,742 12,156

海外向け観光ホームページ（Discover Kawasaki）の閲
覧件数

28,609

d 増減

87.0% 104.7% - -

（H26） 実績値ⓑ 6,958 8,375 - -
8,000 8,000 8,000

件

参考指標名　（指標の説明）
1期策定時

目標・実績 H30年度 R1年度

43,000 43,000
％

増減

参
考
指
標

1

WEBニュースレターがインターネットメディアに掲載され、そこから海
外向けキングスカイフロントWEBサイトにアクセスされた件数

3,643

d

2

4

- -

↗

取組方針 強みと魅力を活かした世界的プレゼンスの向上

取組の方向性
１　国際的認知度向上の促進
２　海外から人を川崎に引きつけるまちづくり
３　海外諸都市との戦略的な関係の構築

目標・実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 単位等

割合 0% 0% 3% 0% ％

２　各取組の達成度や参考指標、その他成果などの状況

目標を大きく上回った1

2 目標を上回った

基本目標評価シート（川崎市国際施策推進プラン第2期実行プログラム評価）

１　基本目標２の概要

基本目標 発信力を高め世界的プレゼンスを確立するまち

件数 0 0 0 0
割合 0 0 0 0

件

％

割合 6% 9% 35% 41% ％

件数 0 0 1 0

割合 94% 91% 62% 59%

件

割合 100% 100% 100% 100% ％

割合 0 0 0 0 ％

件数 0 0 0 0

件数 31 30 21 20

件

件数 33 33 34 34 件

件数 2 3 12 14

件

％

件

R2年度 R3年度 単位等
2期策定時

8,000

3

宿泊施設の年間宿泊客数【外国人】
15 目標値ⓐ 21 22

（H28） 指標達成度 d d

指標の
説明

海外メディア向けに作成したWEBニュースレターの発信による海外向
けWEBサイトへのアクセス件数。本事業は、令和2年度から、新たに設
置した川崎市産業振興財団クラスター事業部の事業として展開したた
め、本市における指標としては令和元年度までとする。

6,514
達成率(ⓑ/ⓐ）

3 ほぼ目標どおり

4 目標を下回った

5 目標を大きく下回った

取組数の合計

22 23
万人（「年」表記）

目標値ⓐ 43,000 43,000

海外都市訪問受入件数
120 目標値ⓐ 140

　達成度区分の説明

各取組の達成度の状況
（「【参考】基本目標２を構成する取組の
評価」記載の各取組の達成度の状況に
ついて、各年度ごとに達成度区分の件

数を集計し、割合を算出）

a a d d 増減

127.3% 27.3% 4.3% ↗
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４　今後の方向性

Ａ．順調に推移した
　　（目標達成した）
Ｂ．一定の進捗があった
　　（目標未達成のものがあるが
　　一定の進捗があった）
Ｃ．進捗が遅れた
　　（目標を下回るものが
　　多くあった）
Ｄ．進捗は大幅に遅れた
　　（目標を大幅に下回った）

C

●各取組の達成度の状況について、平成30年度及び令和元年度の２年間の達成度の状
況は「ほぼ目標どおり」が約９割でしたが、令和２年度及び令和３年度の２年間の達成度の
状況は「ほぼ目標どおり」が約６割、「目標を下回った」が約４割と「目標を下回った」が増加
しました。令和３年度においては、 「東京オリンピック・パラリンピック推進事業」、「音楽のま
ちづくりの推進」、「競技スポーツ大会開催・支援事業」、「国際色豊かなイベントの開催」、
「観光振興事業」「東京オリンピック・パラリンピックを契機とした外国人観光客の誘致」等の
14の取組については、新型コロナウイルス感染症の影響等により目標を下回りました。そ
の他の20の取組については、概ね目標どおりに進捗しています。
●地球温暖化対策推進基本計画の改定や本市の先進的な取組などの環境技術情報の収
集・国内外への情報発信、川崎国際エコビジネスフォーラムの開催などにより、先端技術都
市・かわさきの世界的アピール・国際貢献に一定の進捗があった一方で、新型コロナウイル
ス感染症の影響によるイベントの中止や感染症対策による入場制限により、「ミューザ川崎
シンフォニーホールの取組の発信」、「音楽のまちづくりの推進」、「競技スポーツ大会開催・
支援事業」などの世界に発信できる魅力づくりの取組において目標を下回ったことから、全
体としては「国際的認知度向上の促進」について、当初の予定よりも進捗は遅れています。
●「国際化を見据えた都市拠点の形成」の取組等により、民間開発事業の誘導により、川
崎駅周辺のホテルの開業及びオフィス入居開始につながるなど、海外ビジターの受入環境
の整備について一定の進捗がありました。一方で、「観光振興事業」、「産業観光推進事
業」、「東京オリンピック・パラリンピックを契機とした外国人観光客の誘致」の取組について
は、令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、国内外の旅行者の激減や
観光施設の休館、各種事業の中止などにより、Facebookやインフルエンサーを活用し更な
る情報発信を行ったものの、目標を下回ったことから、全体としては「海外から人を川崎に
ひきつけるまちづくり」について、当初の予定よりも進捗は遅れています。
●「海外諸都市との経済・産業交流の推進」の取組において、新型コロナウイルス感染症
の影響により諸外国との往来の制限がある中でも、台湾、タイ、ベトナム現地の企業とオン
ライン形式で商談会を実施し、市内企業のビジネスマッチングを支援する一方で、参考指
標の「海外都市訪問受入件数」が目標を下回ったことから、「海外諸都市との戦略的な関係
の構築」について、当初の予定よりも進捗は遅れています。

※ 指標達成度の目安【 a．目標値以上（100％以上）、b．１期策定時以上～目標値未満、c．目標達成率60％以上～１期策定時未満、d．目標達成率60％未満】
　　（第２期実行プログラムから新たに設定した指標は、指標達成度ｂ又はｃにおける「１期策定時」を「２期策定時」に読み替えるものとする）

３　基本目標２の達成状況

基本目標の
達成状況

（各取組の達成状況
を把握した上で、定
量的な成果及び定
性的な成果等によ
り、総合的に評価）

区　分 選択区分 達成状況区分を選択した理由

定性的な成果
（取組を進めたこと

で発現した数値では
測れない効果など

について記載）

●環境省のインドネシアにおける河川水質改善のための都市間連携事業に参画し、バンドン市に対して本市の水環境管理に関する知見の提
供や河川管理に係るマスタープランの策定支援を行いました。
●令和２（2020）年11月に、2050年の脱炭素社会の実現に向けた戦略「かわさきカーボンゼロチャレンジ2050」を策定し、令和４年３月に地球温
暖化対策推進基本計画を改定し、「川崎の目指す2050年のビジョン」や温室効果ガス排出量及び再エネ導入に係る2030年度の目標を設定し
たほか、達成に向けた重点事業として「５大プロジェクト」を新たに設定しました。
●本市の先進的な取組などの環境技術情報を収集し、ポータルサイトを活用して国内外へ情報を発信した他、市内の優れた環境技術や国内
外の環境への取組についての情報交換を目的に、川崎国際エコビジネスフォーラムをオンラインで開催しました。
●海外都市の行政担当者等に対し、本市の廃棄物処理に関する講義及び施設見学を通じた意見交換等を実施しました。
●令和3年7月2日から9月1日まで、等々力陸上競技場において、英国オリンピック・パラリンピック代表チームを受入れました。118名の市民ボ
ランティアが中心となり、コロナ禍でも創意工夫による練習サポートやおもてなしを実施し、英国選手やスタッフが満足する練習環境を提供しま
した。
●Facebookやインフルエンサーを活用し更なる情報発信を行った他、国際交流協会等と連携し、外国からの観光客の受入れに向けて、観光
ボランティア通訳セミナーの支援を行いました。
●ホテル及びオフィス等の工事完成に向けて開発事業の誘導を促進し、令和２年５月ホテル開業、令和３年７月オフィス入居開始しました。
●新型コロナウイルス感染症の影響により諸外国との往来の制限がある中で、台湾、タイ、ベトナム現地の企業とオンライン形式で商談会を実
施し、市内企業のビジネスマッチングを支援しました。

今後の
取組構成の

妥当性

区　分 選択区分 「取組構成の妥当性を選択した理由」及び「今後の方向性」

Ⅰ．効果的な取組構成である
　　（現状のまま継続する）
Ⅱ．概ね効果的な構成である
　　（一部見直し等の余地がある）
Ⅲ．あまり効果的な取組構成でない
　　（見直し等の余地が大きい）
Ⅳ．取組構成に問題がある
　　（抜本的な見直し等が必要である）

Ⅱ

●基本目標を構成する取組は、新型コロナウイルス感染症の影響によるイベントの中止や
感染症対策による入場制限、国内外の旅行者の激減や観光施設の休館等により目標を下
回ったものであり、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の平成30年度及び令和
元年度は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の取組構成の妥当性としては、
「Ⅱ　概ね効果的な構成である」としました。
●今後の方向性については、新型コロナウイルス感染症の影響による社会変容を踏まえ
たウィズコロナ・ポストコロナ社会を見据えて、急速に進む社会のデジタル化に対応するとと
もに、脱炭素社会の実現に向けた取組を進めるなど、引き続き、発信力を高め世界的プレ
ゼンスを確立するまちの実現に向けた、強みと魅力を活かした世界的プレゼンスの向上の
取組を着実に推進します。
●本市に集積する最先端技術などを活かした国際貢献や多様な観光資源、文化芸術な
ど、本市独自の強みと魅力を効果的に発信することにより、市民が誇りを持ち、　海外の人
が川崎へ憧れる都市イメージを確立し、更なる発展への基盤を築きます。
●新型コロナウイルス感染症の影響により、インバウンド需要は大幅に減少していますが、
ポストコロナ社会を見据え、今後再び増加が見込まれる訪日外国人の視点に立った受入
環境を充実させることにより、海外から多くの人を呼び込むための下地づくりに取り組みま
す。
●環境、経済、文化などさまざまな面において、各都市が持つ特性やポテンシャルを活かし
た交流を戦略的に推進し、分野ごとに互恵的な関係を構築することにより、本市の国際競
争力を高め、持続的な成長を図ります。
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国際連携・研究推進事
業

21

インドネシア・リアウ
州との都市間連携
による脱炭素化支
援の取組

インドネシア・リアウ州が目指す脱炭素社
会実現のための取組を支援します。

国際環境産業推進事
業

４－１－１
●環境省JCM都市間連携事業を通じた、現地政府とワーク
ショップ等の実施。※令和2年度以降は新型コロナウイルス感染
症の影響により渡航が制限されているため、オンライン実施。

-

22
地球温暖化対策の
推進

市民・事業者などの多様な主体との協働
により、温室効果ガス削減の取組（緩和
策）とともに、温暖化に起因する異常気象
等の気候変動への適応策を推進します。

地球温暖化対策事業 ３－１－１

●CC川崎エコ会議、地球温暖化防止活動推進センター、地球
温暖化防止活動推進員と連携した協働の取組や、条例に基づく
計画書・報告書制度の運用などの取組を実施したことなどによ
り、市域における温室効果ガス排出量は減少傾向にあり、施策
に貢献
【R2】令和2年11月に、2050年の脱炭素社会の実現に向けた戦
略「かわさきカーボンゼロチャレンジ2050」を策定
【R3】令和4年3月に地球温暖化対策推進基本計画を改定し、
「川崎の目指す2050年のビジョン」や温室効果ガス排出量及び
再エネ導入に係る2030年度の目標を設定したほか、これらの達
成に向けた重点事業として「5大プロジェクト」を新たに設定
●かわさきエコ暮らし未来館について、通常の展示案内のほか
環境教室等を実施し、地球温暖化対策について普及啓発を実
施（来場者数 H30：12,925名、R1：14,688名、R2：5,407名、 R3：
11,499名）
【R3】脱炭素モデル地区について、「脱炭素アクションみぞのくち
推進会議」を発足（令和3年度末時点で28事業者）し、事業者等
と連携して市民啓発イベントやセミナーの開催、HPや動画の作
成を行い、市民の行動変容を促進
●市内の優れた環境技術により、CO2削減につながる製品等を
認定する「低CO2川崎ブランド」について、平成30年度から令和
3年度までの4年間で計40件（累計116件）の認定を行い、総合
計画の目標を上回って達成

3

20

3

3

A Ⅱ

3 B Ⅱ

17

3 B

A

Ⅰ

3 A Ⅰ

4

3
19

- - -

C Ⅱ

3 A Ⅱ

2 A Ⅰ

3

3 A Ⅱ

インドネシア・ジャカ
ルタ市との都市間
連携による低炭化
支援の取組

インドネシア・ジャカルタ市が目指す低炭
素社会実現のための取組を支援します。

国際環境産業推進事
業

４－１－１
●環境省JCM都市間連携事業を通じた、現地政府とワーク
ショップ等の実施。※令和2年度以降は新型コロナウイルス感染
症の影響により渡航が制限されているため、オンライン実施。

3 A Ⅱ
ミャンマー・ヤンゴン
市との都市間連携
による低炭素化支
援の取組

ミャンマー・ヤンゴン市が目指す低炭素社
会実現のための取組を支援します。

国際環境産業推進事
業

Ⅱ

3 A Ⅱ

４－１－１
●環境省JCM都市間連携事業を通じた、現地政府とワーク
ショップ等の実施。※令和2年度以降、現地軍事クーデターのた
め、事業を一時中断。

3 A Ⅰ

Ⅰ

【H30】ペナン州政府との連携・調整、調査内容についての協議
を適宜行実施
【R1】ペナン州政府と新規プロジェクトについての協議を実施
【R2】JICA草の根技術協力事業に採択及び事業開始に向けた
ペナン州政府や関係機関との協議を実施
【R3】JICA草の根技術協力事業のスキームを用いたペナン州の
水資源管理能力向上を支援

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3

B

R1年度

R2年度

R3年度

取組の方向性１ 国際的認知度向上の促進

①先端技術都市・かわさきの世界的アピール、国際貢献

【参考】基本目標２を構成する取組の評価

番
号 H30年度

取組名 取組の内容
事務事業名
【総合計画】

施策
番号
【総合
計画】

取組内容の実績等

3 A

A

Ⅰ

3 A Ⅰ

３－１－１

インドネシア・バンド
ン市との都市間連
携による低炭素都
市形成支援の取組

インドネシア・バンドン市が目指す低炭素
社会実現のための取組を支援します。

３－１－１
国際連携・研究推進事
業

●環境省のインドネシアにおける河川水質改善のための都市
間連携事業に参画する等、川崎市の水環境管理に関する知見
を提供。
【H30】ＪICA草の根技術協力事業を通じたバンドン市の廃棄物
管理能力向上を支援
【R1】ＪICA草の根技術協力事業を通じたバンドン市の廃棄物管
理能力向上を支援
【R2】バンドン市の脱炭素社会実現のための省エネルギー設備
等導入等に係る新規プロジェクト形成に向けてバンドン市と協議
を実施
【R3】環境省の令和３年度脱炭素社会実現のための都市間連
携事業のスキームを活用し、省エネルギー設備等導入に係る調
査を実施

Ⅱ

18

マレーシア・ペナン
州との都市間連携
による低炭素都市
形成支援の取組

マレーシア・ペナン州が目指す低炭素社
会実現のための取組を支援します。

取組内容
に対する
達成度

A Ⅱ

3 A Ⅱ

23
国際戦略拠点プロ
モーションの推進

キングスカイフロントにおける企業の研究
成果等を紹介するメールニュースなどの
情報発信や、国際展示会への出展など、
国内外の高度人材・企業等とのネットワー
ク構築に向けた取組を推進します。

国際戦略拠点活性化
推進事業

４－４－１

●定期的に海外向けにキングスカイフロント立地機関の取組を
紹介するニュースレターを発行したことに加え、国内最大級のラ
イフサイエンス分野の展示会である「Bio Japan」に出展。.また、
海外クラスターとの交流連携など、国内外の高度人材・企業等
とのネットワーク構築に向け、取組を推進

3 A Ⅰ

A Ⅳ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

- -

施策への
貢献度

今後の事
業の方向

性
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上下水道分野における
国際展開推進事業

３－１－１
●国際協力機構（JICA）との連携については、「上下水道分野
における国際展開推進事業」及び「上下水道分野における技術
協力」の取組内容に含まれています。

28
グリーン・イノベー
ション・国際環境施
策推進事業

本市の強みと特徴である、環境技術・産業
の集積を活かし、国際貢献を果たすととも
に、次世代の川崎の活力を生み出し持続
可能な社会を創造していきます。

グリーン・イノベーショ
ン・国際環境施策推進
事業

３－１－１

●グリーンイノベーションの案件創出に向けた研究会の実施（開
催回数　H30：8回、R1：5回、R2：5回、R3：4回）
●グリーンイノベーションの取組を広く国内外へ情報発信するた
めの展示会等への出展（出展回数　H30：6回、R1：6回、R2：6
回、R3：6回）

3

25
廃棄物処理分野で
の国際貢献の推進

本市と協定や覚書を締結した海外都市を
中心に、廃棄物処理や３Ｒの取組につい
て海外都市の行政担当者や企業担当者
に対して、本市のこれまでの経験や技術
を活かした支援を行います。

3 A Ⅰ

3

4 A Ⅰ

A Ⅱ

27
上下水道分野にお
ける技術協力

世界の水環境改善に向けて、職員の派遣
や研修生・視察者の受入等を通じた技術
協力による国際貢献を行います。

上下水道分野における
国際展開推進事業

４－１－１

●職員の長期・短期専門家派遣を実施（H30：2名、R1：3名、R2：
2名、R3：1名）
●研修生・視察者の受入れを実施（H30：25件222名、R1：18件
128名、R2：1件1名、R3：1件9名）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

29
UNEP等、国際機関
と連携した国際貢献
の推進

国連環境計画(UNEP）やその他の国際・
研究機関との連携により、本市の有する
環境技術や経験を活かし、アジア諸国の
環境対策や環境配慮の取組への支援を
推進することにより、地球規模の環境改善
へ貢献していきます。

国際環境技術連携事
業

３－１－１
●川崎国際エコビジネスフォーラムを開催（毎年度開催、R2、R3
年度はオンライン）

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

24
環境技術情報収
集・発信の取組

川崎の産業公害の歴史、先進的な取組な
どの情報を収集し、環境ポータルサイトを
活用して国内外へ情報を発信します。

国際環境技術連携事
業

３－１－１
●本市の先進的な取組などの環境技術情報収集及びポータル
サイトを活用した国内外へ情報発信

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

廃棄物企画調整事業 ３－２－２
●海外都市等からの要請に応じ、海外都市の行政担当者等に
対し、本市の廃棄物処理に関する講義や施設見学を通じた意
見交換等を実施（実施回数 H30:9回、R1:6回、R2:2回、R3:2回）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

国際交流推進事業 ４－９－１
●JICAとの連携により開発途上地域における課題解決に向け
て、本市のこれまでの経験や技術を生かした支援の実施

4 A Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B

B Ⅱ

3

26
中国・瀋陽市等と連
携した環境改善の
取組

締結した協定・覚書に基づき、瀋陽市等の
環境改善に向けた取組の支援を行いま
す。

国際環境技術連携事
業

３－１－１

【H30】瀋陽市の環境技術向上に資する研修・視察の受入（行政
職員2名、技術職員2名）
【R1】瀋陽市の環境技術向上に資する研修・視察の受入（行政
職員2名、技術職員2名）
【R2】新型コロナウイルス感染症の影響により受入中止
【R3】オンラインにて環境技術研修を実施（参加者数59名）

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 A Ⅱ

30 水素戦略推進事業

「水素社会の実現に向けた川崎水素戦
略」に基づく「水素供給システムの構築」
「多分野にわたる水素利用の拡大」「社会
認知度の向上」の３つの基本戦略を推進
するとともに、多様な主体と連携したリー
ディングプロジェクトを創出・推進します。
また、川崎水素戦略における第２ステップ
（2020～2040）に向けて、各リーディングプ
ロジェクトを要素とした拡大展開モデルを
創出するとともに、それらを組み合わせ、
市と企業が連携協力して、新たな水素の
事業モデル化に取り組みます。

水素戦略推進事業 ４－２－４

●「水素社会の実現に向けた川崎水素戦略」に基づき、多様な
主体と連携し、８つのリーディングプロジェクトを推進
【R3】川崎臨海部のコンビナートをカーボンニュートラル化しなが
ら、産業競争力を強化するため、これからの川崎臨海部のある
べき姿とその実現に向けた戦略を示す川崎カーボンニュートラ
ルコンビナート構想を策定

3 A Ⅲ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

国際連携・研究推進事
業

３－１－１

【H30】ＪＩＣＡ連携による海外からの視察・研修の受入（4件）
【R1】ＪＩＣＡ連携による海外からの視察・研修の受入（5件）
【R2】新型コロナウイルスの感染拡大によりＪＩＣＡ連携による海
外からの視察・研修受入中止
【R3】ＪＩＣＡ連携による海外からの研修の受入（オンライン3件）

4 A Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

31
国際協力機構との
連携

国際協力機構（ＪＩＣＡ）との連携により、開
発途上地域における課題解決に向けて、
本市のこれまでの経験や技術を活かした
支援を行います。

国際環境産業推進事
業

４－１－１

●国際協力機構（ＪＩＣＡ）と連携した川崎国際環境技術展ツアー
やオンラインセミナー等の実施
（参加国数・参加者数：H30：8カ国8人、R1：6カ国11人  ※R2、Ｒ
3は未実施）
（セミナー視聴延べ回数： R2：448回、R3：69回）
●国際連合工業開発機関（UNIDO）と連携した、国際的なビジネ
スマッチングの創出目的とした技術展ツアーの実施
（参加国数・参加人数：H30：25カ国26人、R1：17カ国21人、R2：
19カ国22人、R3：20カ国22人　※R2 、R3はオンライン実施）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

Ⅰ

27 32



32
ミューザ川崎シン
フォニーホールの取
組の発信

世界屈指の音響を誇るミューザ川崎シン
フォニーホールの取組を国内外に発信し、
川崎のイメージアップを図ります。

川崎シンフォニーホー
ル管理運営事業

４－８－３

【H30】ウィーンフィルハーモニー管弦楽団、バイエルン放送交響
楽団による公演を開催（入場者数：3,411人）
【R1】ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団、ベルリン・フィルハー
モニー管弦楽団、ロイヤル・コンセルト・ヘボウ管弦楽団による
公演を開催（入場者数：5,817人）
【R2】ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団による公演を開催しま
したが、ロンドン交響楽団及びバイエルン放送交響楽団につい
ては、新型コロナウイルス感染症の影響で日本への来日が中
止となったため、公演も中止（入場者数：1,865人）
【R3】ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団及びロイヤルコンセル
トヘボウ管弦楽団については、新型コロナウイルス感染症の影
響で日本への来日が中止となったため、公演も中止

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

4 B Ⅰ

4 B Ⅰ

33
音楽のまちづくりの
推進

多様な活動団体等と協働・連携しながら、
音楽を通じた国際交流や国際理解の機会
を提供します。

音楽のまちづくりの推
進事業（アジア交流音
楽祭開催負担金）

４－８－３

【H30】ステージ数：126、参加者数：80,000人
【R1】ステージ数：128、参加者数：80,000人
【R2】新型コロナウイルス感染症の影響により、中止
【R3】新型コロナウイルス感染症の影響により、中止としたが、
出演予定だったアーティストの動画をホームページで公開

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

4 C Ⅰ

4 B Ⅰ

34
競技スポーツ大会
開催・支援事業

国際大会等の開催や競技スポーツ活動
の支援を通じ、市民がスポーツを「する、
観る、支える」など、多様な形でスポーツに
参加する取組を進めます。

競技スポーツ大会開
催・支援事業

４－８－１

●川崎国際多摩川マラソンの開催（参加者数　H３０：６，６７１
名、R１～R3：中止）
【R2】川崎国際多摩川オンラインマラソンの開催（参加者数：１，
４２１名）
【R3】川崎国際多摩川オンラインマラソンの開催（参加者数：２，
１２３名）
●多摩川リバーサイド駅伝の開催（参加者数　H３０：５，９３１
名、R１～R３　中止）
●国際トランポリンジャパンオープンの開催（参加者数　H３０：５
３４名、R１：５１２名　R2～ 川崎市スポーツ協会が主体で運営す
ることにより、川崎市からの補助事業ではなくなりました。また、
R2～3年度について、新型コロナウイルス感染症拡大により、海
外選手を招集することが困難であったため、国際大会としては
実施しませんでした。）

3 A Ⅱ

4 A Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅴ

35
東京オリンピック・パ
ラリンピック推進事
業

東京2020オリンピック・パラリンピックの開
催を契機として、誰もが自分らしく暮らし、
自己実現を目指せる地域づくりをめざし、
ダイバーシティとソーシャル・インクルー
ジョンの象徴としてのパラリンピックに重点
を置く「かわさきパラムーブメント」を推進し
ます。また、英国代表チーム事前キャンプ
受入れに向けた取組を進めます。

東京オリンピック・パラ
リンピック推進事業

４－８－１

●かわさきパラムーブメントの理念浸透に向けた取組
かわさきパラムーブメントの目指すものや理念、レガシーなどを
広く市民、事業者、団体等に浸透させる取組を推進
【主な取組】
・かわパラの開催
パラスポーツ体験や音楽ライブ等により、理念浸透を図るイベン
トであるかわパラを開催（参加者　H30:約2.3万人　R1:約2.6万人
R2:中止  R3:約2.4千人）
・かわさきパラコンサートの開催
障害のあるなしに関わらず、誰もが音楽を楽しめることができる
かわさきパラコンサートの開催（参加者　H30:約500人　R1:約1.1
千人　R2:中止　R3:約1千人)
・ブリティッシュ・カウンシルとの連携
英国の国際文化交流機関であるブリティッシュ・カウンシルと連
携した取組の実施。障害のあるなしに関わらず、誰もが音楽に
楽しめる環境を構築するための取組（ドレイク・ミュージック）や
ダンスを活用した取組（ストップギャップ・ダンスカンパニー）、社
会的孤立者に対しての課題を音楽祭品などを通じて解決させる
取組を実施している団体のフォーラムの開催（ストリートワイズ
オペラ）、高齢者や認知症を対象とした取組（マンチェスター・カ
メラータ）を実施。
●英国事前キャンプの受入れ
東京2020大会の開催に伴い、英国オリンピック代表チーム（陸
上競技、女子サッカー、7人制ラグビー）及び英国パラリンピック
代表チーム（陸上競技）を受け入れました。受入れにあたって
は、英国事前キャンプ川崎サポーター（ボランティア）を募集し、
118名が従事した他、機運醸成に向け、シティドレッシングや
ブース出展などを行いました。さらに、英国の陸上選手と市立高
校との交流や事前キャンプ中の公開練習などの交流事業も実
施しました。

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅰ

②世界に発信できる魅力づくり
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Ⅱ

4 B

4 B Ⅱ

Ⅱ

4 B Ⅱ

38

取組の方向性2 海外から人を川崎にひきつけるまちづくり

①海外観光客の誘致

4 B Ⅱ

A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A

39
映像のまち・かわさ
き推進事業

映像関係団体、企業、行政で組織する「映
像のまち・かわさき」推進フォーラムを中心
に、映像に関する豊富な地域資源を活用
し、映像に親しむ機会の創出とまちの魅
力を発信することで、映像文化の振興を
図ります。

観光振興事業 ４－９－２

●「生田緑地」の観光強化など新・かわさき観光振興プランに基
づく施策の展開
●観光協会ホームページの充実やＳＮＳによるタイムリーな情
報発信など、観光資源の魅力等を効果的に発信
●「かわさき きたテラス」において多言語による観光案内
【R2】日本政府観光局の「２０１９年度　ステキな施設の認定案
内所」に選出
●住宅宿泊事業の現地確認など適正な運営の確保
●インフルエンサー招請などによる誘客促進及び、プロジェク
ションマッピングの実施などナイトタイムエコノミーの取組の推進
【主要観光施設の年間観光客数】(H30:1,628万人、R1:1,560万
人、R2:1,276万人、R3:1,068万人)
【宿泊施設の年間宿泊客数】(H30:195万人、R1:217万人、
R2:140万人、R3:134万人)
【宿泊施設の年間宿泊客数（外国人）】(H30:26万人、R1:28万
人、R2:6万人、R3:1万人)
●かわさき市民祭りの開催

40

４－１－２

●カワサキハロウィンでは、世界で活躍するアーティスト集団が
盛り上げるなど、多くの観覧者が来場し、令和２（2020）年度に
は、初めてオンラインにより開催（令和３(2021)年度、一定の役
割を果たしたことなどから、24年間の歴史に幕）
●アジアンフェスタでは、アジアの多様な文化が共生している川
崎の特徴を活かし、アジア屋台村や商店街イベントを開催
（令和２（2020）年度、令和３（2021）年度は新型コロナウイルス
感染症の影響で中止）

Ⅱ

3 A

3 A Ⅲ

3

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

③戦略的な情報発信

3 B Ⅱ

４－９－１

【R3】シティプロモーション戦略プラン第3次推進実施計画の策定
●「シティプロモーション戦略プラン」に基づく取組の推進
●Twitterや動画等を活用した本市の魅力情報や施策の効果的
な情報発信
●ブランドメッセージポスターの制作及び市内全域への展開
●都市ブランド推進事業の実施支援

シティプロモーション
推進事業

各局と連携した戦略的な情報発信等によ
り、市民のシビックプライドの醸成及び対
外的な都市イメージの向上を図ります。

シティプロモーション推
進事業

映像のまち・かわさき
推進事業

４－８－３

●ロケ支援相談窓口を設置しているが、コロナ禍でロケの需要
が減っていることに伴い、市の施設でのロケ件数が減少
【H30】「映像のまち・かわさき」フェスティバルinしんゆりにおい
て、今村昌平監督をテーマとした上映会、トークショーを開催（参
加者数：２００名）、市の施設におけるロケ件数：１５８件
【R1】「映像のまち・かわさき」推進フォーラム全体交流会でVRを
活用した超人スポーツについての講演会を開催（参加者：68
名）、市の施設におけるロケ件数：２２３件
【R2】「映像のまち・かわさき」推進フォーラム全体交流会で
「データで紐解くコロナ時代のオンラインイベント」と題した講演
会を、オンライン併用で実施（参加者：54名）、市の施設における
ロケ件数：８７件
【R3】「映像のまち・かわさき」推進フォーラム全体交流会で「情
報発信の変化」をテーマにオンライン講演会を開催（参加者：85
名）、市の施設におけるロケ件数：７４件

観光振興事業

観光協会、商工会議所、企業、近隣自治
体等との連携体制の構築による旅行商品
の造成や広報など、オール川崎による集
客事業を実施します。

藤子・Ｆ・不二雄ミュー
ジアム事業

４－８－２

●新型コロナウイルス感染症拡大により、外国人来館者が減少
するとともに、外出自粛要請などの影響もあり市内市外の入館
者も大幅に減少したものの、企画展の開催を通じて、作品に込
められたメッセージを幅広い世代へ伝えることで、本市を代表す
る文化施設として、市民の文化活動の振興に一定程度貢献
●入館者数（H30：428,655人、R1：363,707人、R2：154,349人、
R3：230,591人）

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

Ⅱ

東海道かわさき宿交流
館運営管理事業

４－８－２

●利用者数（H30：49,724人、R1：41,717人、R2：23,277人、R3：
30,376人）
●企画展示の開催 （H30：9回、R1：6回、R2：6回、R3：7回）
●文化イベントの開催（H30：18回、R1：16回、R2：16回、R3：21
回）
●地域の歴史・史跡等を案内するまち歩きガイドの活動等を行
う団体などを支援し、また東海道の資料や川崎のＰＲ、地域団
体の取組や市民の作品等を展示に積極的に取り入れることで
地域交流拠点の役割を果たしました。

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

4 A Ⅱ

4 B Ⅱ

36

藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアム、日本
民家園などの文化
施設の活用

国内外への発信力のある藤子・Ｆ・不二雄
ミュージアムや日本民家園などの魅力を
積極的に国内外へアピールすることによ
り、川崎の魅力を高めます。

岡本太郎美術館管理
運営事業

４－８－２

【H30】企画展4回、常設展4回の開催（入館者数：77,962人）
【R1】  企画展4回、常設展2回の開催（入館者数：69,137人）
         音声ガイド・リーフレットの多言語化の実施（4ケ国語）
【R2】  企画展4回、常設展3回の開催（入館者数：59,049人）
【R3】  企画展4回、常設展4回の開催（入館者数：81,944人））

3 A Ⅳ

3 A Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B

日本民家園管理運営
事業

４－８－２

●多言語リーフレットの提供
●園内案内板及び展示パネルの英文併記
●伝統工芸館における外国人対応の充実
●多言語音声ガイドの提供及び広報
【H30】英語版webサイトのコンテンツ充実（リーフレット改訂、外
国人学校に対する注意事項の掲載）、インタナショナルスクール
の学校体験学習の受入、外国人向けツアー誘致に係るプロ
モーション事業の受入（7回）
【H31】英語版webサイトのリニューアル
【H31】【R2】SNSを用いた英語での情報発信

2 A Ⅱ

3 A Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

Ⅱ

4 B Ⅱ
37

Ⅱ4 B

3 A

国際色豊かなイベ
ントの開催

全国的に認知され、海外からも注目を集
める「カワサキハロウィン」をはじめ、アジ
アンフェスタなどの国際色豊かなイベント
を開催します。

まちづくり連動事業

29 34



4

3

産業観光推進事業

観光振興事業 ４－９－２

※再掲
●「生田緑地」の観光強化など新・かわさき観光振興プランに基
づく施策の展開
●観光協会ホームページの充実やＳＮＳによるタイムリーな情
報発信など、観光資源の魅力等を効果的に発信
●「かわさき きたテラス」において多言語による観光案内
【R2】日本政府観光局の「２０１９年度　ステキな施設の認定案
内所」に選出
●住宅宿泊事業の現地確認など適正な運営の確保
●インフルエンサー招請などによる誘客促進及び、プロジェク
ションマッピングの実施などナイトタイムエコノミーの取組の推進
【主要観光施設の年間観光客数】(H30:1,628万人、R1:1,560万
人、R2:1,276万人、R3:1,068万人)
【宿泊施設の年間宿泊客数】(H30:195万人、R1:217万人、
R2:140万人、R3:134万人)
【宿泊施設の年間宿泊客数（外国人）】(H30:26万人、R1:28万
人、R2:6万人、R3:1万人)
●かわさき市民祭りの開催

産業観光ツアー、工場夜景ツアーを引き
続き推進するとともに、全国の工場夜景都
市と連携した取組等を実施します。また、
全国各地への教育旅行誘致活動を実施し
ます。 B Ⅱ

4 B

41

3 A

東京オリンピック・パ
ラリンピックを契機と
した外国人観光客
の誘致

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに
向け、海外から本市を訪れる観光客が増
加することが見込まれることから、この機
会を生かして、経済・観光の振興等を図り
ます。

A Ⅲ

Ⅲ

3 A Ⅱ

産業観光推進事業 ４－９－２

●産業観光ツアーを推進（【年間参加者数】H30：5,300人、R1：
4,800人、R2：900人、R3:1,200人）
●全国工場夜景カードの発行(H30,R1,R3)や全国工場夜景サ
ミットの川崎開催(R2）など全国の工場夜景都市と連携した取組
を実施
●北海道、東北、近畿、中国、九州地方など、教育旅行誘致活
の実施、誘致に向けた市内宿泊施設との勉強会
●川崎工場夜景等のガイド養成に向け、ガイド養成講座や実地
研修、ＯＪＴ研修等を実施
●外国人観光客向けモニターツアー(R1)や国際交流協会と連
携した通訳ボランティア向けモニターツアー(R3)の実施
●ＦａｃｅｂｏｏｋやInstagramなどSNSを活用した多言語での情報
発信

Ⅱ

4 A Ⅱ

A

A Ⅰ

3 C Ⅱ

3 C Ⅱ

ユニバーサルデザイン
推進事業

１－２－３

●「誰もが分かりやすい公共サイン整備に関するガイドライン」
に基づき、公共施設における統一的なサイン計画などについて
適宜周知を図る等、取組を推進
●バリアフリーマップの情報を更新
【R3】バリアフリーマップとかわさきパラムーブメント実践店マップ
を統合し、また、市有施設の名称表記に、これまでの英語に加
え中国語と韓国語を追記

Ⅱ

3 A

Ⅱ

②海外ビジターの受入環境の整備

国際交流推進事業 ４－９－１

●所管課の依頼に基づく、案内表示など公共サインの翻訳の実
施
●「誰もが分かりやすい公共サイン整備に関するガイドライン」
の見直しに係る翻訳の実施

3 A Ⅰ
3 B Ⅰ
3 B Ⅰ
3 B

47
港湾空間を活用し
た取組の推進

クルーズ船（ホテルシップ等）の誘致に向
けた取組を進めることにより、地域の活性
化や効果的な本市の魅力発信を推進しま
す。

42

3

港湾振興事業 ４－４－３

【H30】【R1】ホテルシップの誘致に向けて検討・調整を進めたも
のの、正式契約は未締結
【R1】デジタルマーケティングを活用した観光客等の誘導に向け
た取組を推進し、海外等で1,470万回の視聴回数を達成
【R2】新型コロナウイルス感染症拡大による外国クルーズ船運
航停止の状況下で、旅客船や観光船の寄港対応について検討
を実施
【R3】東扇島防災浮桟橋と背後地を連携させた試験的なイベント
を企画検討

3 A Ⅰ

3

43
市内案内表示の多
言語対応

グローバル化に伴い増加が見込まれる外
国人観光客や外国人ビジネス客、外国人
市民が、円滑かつ快適に移動又は滞在で
きる環境整備を推進します。

Ⅰ

44
事業者・関係団体
等との連携の取組

グローバル化に伴い増加が見込まれる外
国人観光客等の受入環境の整備に向け
て、関係団体や事業者等と連携した取組
を推進します。

産業観光推進事業 ４－９－２

※再掲
●産業観光ツアーを推進（【年間参加者数】H30：5,300人、R1：
4,800人、R2：900人、R3:1,200人）
●全国工場夜景カードの発行(H30,R1,R3)や全国工場夜景サ
ミットの川崎開催(R2）など全国の工場夜景都市と連携した取組
を実施
●北海道、東北、近畿、中国、九州地方など、教育旅行誘致活
の実施、誘致に向けた市内宿泊施設との勉強会
●川崎工場夜景等のガイド養成に向け、ガイド養成講座や実地
研修、ＯＪＴ研修等を実施
●外国人観光客向けモニターツアー(R1)や国際交流協会と連
携した通訳ボランティア向けモニターツアー(R3)の実施
●ＦａｃｅｂｏｏｋやInstagramなどSNSを活用した多言語での情報
発信

3 A Ⅲ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3

46
国際化を見据えた
都市拠点の形成

羽田空港からのアクセスなど、川崎駅周
辺の立地特性を活かした都市機能の誘導
を図ります。

45
公衆無線ＬＡＮ環境
の整備

外国人来訪者も含め、市内の誰もが利用
できる公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境を整
備します。

地域情報化推進事業 ４－２－５
●かわさきWi-Fiの整備（アクセスポイント数　H30：1,666か所、
R1：1,741か所、R2：1,703件、R3：1,785件（目標2,400か所））

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

京急川崎駅周辺地区
整備事業

４－５－１

●川崎駅北口第２街区１０番館ビルについて、設計完了、解体・
建築工事に着手
●京急川崎駅西街区の事業着手に向けた調整を進めるととも
に、基盤の整備等に関する検討等を実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

川崎駅周辺総合整備
事業

４－５－１
●大宮町地区における民間開発事業の誘導・促進を行い、令和
２年に、ホテルメトロポリタンが開業、令和３年にオフィス棟が完
成

3 A Ⅰ
3 A Ⅰ
3 A Ⅰ
3 A Ⅳ

Ⅰ

A Ⅱ

3 A

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ
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Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

48
海外諸都市との経
済・産業交流の推
進

市内企業の海外への販路の開拓などビジ
ネスの国際化を支援し、国際競争力の強
化等をめざすため、海外諸都市との経済・
産業交流を推進します。

海外販路開拓事業 ４－１－１

新型コロナウイルスの状況を踏まえつつ、現地もしくはオンライ
ンで商談会を実施。
【H30】タイ・ベイナム・台湾（マッチング計173件）
【R1】ベトナム・台湾（マッチング計100件）
【R2】ベトナム・台湾（マッチング計90件）
【R3】タイ・ベトナム・台湾（マッチング計41件）

3 B Ⅱ

B Ⅱ

3 B Ⅱ

49
音楽等による文化
交流の推進

本市の特色である「音楽のまちづくり」等を
生かした、海外諸都市との文化交流を推
進します。

※ 取組名が「〇〇事業」となっている取組以外は、総合計画の事務事業の一部の取組となります。
※ 取組内容に対する達成度【１．目標を大きく上回った、２．目標を上回った、３．ほぼ目標どおり、４．目標を下回った、５．目標を大きく下回った】
※ 施策への貢献度【Ａ．貢献している、Ｂ．やや貢献している、Ｃ．貢献度合いが薄い】
※ 今後の事業の方向性【Ⅰ．現状のまま継続、Ⅱ．改善しながら継続、Ⅲ．事業規模拡大、Ⅳ．事業規模縮小、Ⅴ．事業廃止、Ⅵ．事業終了】

音楽のまちづくり推進
事業

４－８－３

【H30】友好都市オーストリア・ザルツブルク市との交流コンサー
トを開催（入場者数：170人）
オーストラリア・ウーロンゴン市との姉妹都市提携30周年記念交
流コンサートを開催（入場者数：150人）
【R1】友好都市オーストリア・ザルツブルク市との交流コンサート
を開催（入場者数：410人）
アメリカ合衆国・ボルチモア市との姉妹都市提携40周年記念交
流コンサートを開催（入場者数：228人）
【R2】友好都市オーストリア・ザルツブルク市関連のコンサートに
ついては、新型コロナウイルス感染症の影響で日本への来日が
中止となったため、公演も中止
シェフィールド市との友好都市提携30 周年を記念し、FMヨコハ
マの特別番組の出張収録を実施
【R3】友好都市オーストリア・ザルツブルク市関連のコンサートに
ついては、新型コロナウイルス感染症の影響で日本への来日が
中止となったため、公演も中止
中国・瀋陽市との交流コンサート（9月23日（木・祝））を開催（入
場者数：212人）

50
姉妹・友好都市との
交流の推進

姉妹・友好都市との代表団・研修訪問団
等の派遣・受入を行い、友好親善を図ると
ともに、互恵的関係の構築に向けた取組
を促進します。

国際交流推進事業 ４－９－１

【H30】本市代表団のウーロンゴン市派遣、ウーロンゴン市長の
本市訪問
【R1】本市代表団のボルチモア市派遣
【R2】シェフィールド市との友好都市提携30周年を記念した市長
親書の送付
【R3】瀋陽市姉妹都市40周年記念事業の実施（市長親書の交
換、オンライン青少年交流等）、ウーロンゴン市との動画交流

取組の方向性３

3 A Ⅰ

3 A

海外諸都市との戦略的な関係の構築

①海外都市との互恵的交流の促進

ⅠB4

Ⅰ

ⅠB3

Ⅰ3

3 B Ⅱ

3

B

4 B
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R2年度 R3年度

2,895 2,976 件指標の
説明

国際交流センターでの外国人相談窓口「多文化共生総合相談ワンストッブセン
ター」における相談件数

市立小中学校への民族文化講師の延べ派遣件数

2

国際交流センター外国人相談窓口相談件数

実績 1,558 1,702

単位

1

市立学校への外国人市民の講師派遣件数

実績 156 144 193 231 人指標の
説明

数値で把握できる補足指標　（指標の説明） 実績 H30年度 R1年度

「道で外国人に英語で話しかけられたとき、何とか英語
で話そうとする」と回答した生徒の割合（中２）

78.7 目標値ⓐ 84 84

b 増減（H29） 指標達成度 c c b

5

84
件

指標達成度 - b - b

↗

指標の
説明

川崎市学習状況調査において、「道で外国人に英語で話しかけられた
とき、何とか英語で話そうとする」と回答した生徒の割合

81.7 達成率(ⓑ/ⓐ） 89.3% 90.5% 98.5% 97.4% ↗
（H26） 実績値ⓑ 75 76 82.7 81.8

84

指標の
説明

市民アンケート（無作為抽出3,000人）の平等と多様性が尊重されてい
ると思う市民（そう思う＋やや思う）の割合
※「指標達成度b」の個別設定値：36.65％（アンケート標本誤差を考
慮）

35
達成率(ⓑ/ⓐ） - 93.2% - 89.3%

（H27） 実績値ⓑ - 38.2 36.6
41 - 41

％

維持
（H28）

（H28） 指標達成度 増減

100.7% 87.3% 66.3% ↗295 達成率(ⓑ/ⓐ） 98.7%

a

指標の
説明

母語が話せる支援員を（1回でも）配置した児童生徒数

（H26） 実績値ⓑ 296 302 262 199

指標の
説明

市民向けの広報資料のうち、多言語化している資料の延べ種類言語
数（１言語を１カウント、＊日本語ルビ付き版、やさしい日本語版を含
む）

415 達成率(ⓑ/ⓐ） 104.5% 113.6% 123.1% 132.6% ↗
（H26） 実績値ⓑ 439 477 517 557

多言語広報資料数
388

a 増減

指標の
説明

国際交流センターの施設利用者、講座受講者等の延べ年間来館者数
232,180 達成率(ⓑ/ⓐ） 90.2% 90.3% 37.6% 55.2%

（H26） 実績値ⓑ 220,883 221,300 92,206 135,157
245,000 245,000 245,000

人

（R28） 指標達成度

目標値ⓐ

c c

参考指標名　（指標の説明）
1期策定時

目標・実績 H30年度 R1年度

420 420
種類

増減

参
考
指
標

1

国際交流センターの年間来館者数
225,963

a

2

4

d d
↗

取組方針 多様性を活かしたまちづくりの推進

取組の方向性
１　地域での交流・多文化共生の促進
２　誰もが暮らしやすい環境づくり
３　グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等

目標・実績 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 単位等

割合 0% 2% 3% 0% ％

２　各取組の達成度や参考指標、その他成果などの状況

目標を大きく上回った1

2 目標を上回った

基本目標評価シート（川崎市国際施策推進プラン第2期実行プログラム評価）

１　基本目標３の概要

基本目標 多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまち

件数 0 0 0 0
割合 0% 0% 0% 0%

件

％

割合 0% 0% 17% 7% ％

件数 0 1 2 0

割合 100% 98% 80% 93%

件

割合 100% 100% 100% 100% ％

割合 0% 0% 0% 0% ％

件数 0 0 0 0

件数 58 58 47 55

件

件数 58 59 59 59 件

件数 0 0 10 4

件

％

件

R2年度 R3年度 単位等
2期策定時

245,000

3

日本語指導等協力者年間派遣件数
246 目標値ⓐ 300 300

（H28） 指標達成度 a

3 ほぼ目標どおり

4 目標を下回った

5 目標を大きく下回った

取組数の合計

300 300
件

目標値ⓐ 420 420

平等と多様性が尊重されていると思う市民の割合
40.6 目標値ⓐ -

　達成度区分の説明

各取組の達成度の状況
（「【参考】基本目標３を構成する取組の
評価」記載の各取組の達成度の状況に
ついて、各年度ごとに達成度区分の件

数を集計し、割合を算出）

b a b c
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４　今後の方向性

Ａ．順調に推移した
　　（目標達成した）
Ｂ．一定の進捗があった
　　（目標未達成のものがあるが
　　一定の進捗があった）
Ｃ．進捗が遅れた
　　（目標を下回るものが
　　多くあった）
Ｄ．進捗は大幅に遅れた
　　（目標を大幅に下回った）

B

●各取組の達成度の状況について、平成30年度及び令和元年度の２年間の達成度の状
況は、約10割が「ほぼ目標どおり」となっていましたが、令和２年度及び令和３年度の２年間
の達成度の状況は約９割が「ほぼ目標どおり」となりました。令和３年度においては、「多文
化共生推進事業」、「識字学習活動の支援」、「こども・若者応援基金を活用したグローバル
人財の育成」、「政策課題の調査研究」の４つの取組については、新型コロナウイルス感染
症の影響等により目標を下回っています。その他の55の取組については、概ね目標どおり
に進捗しています。
●参考指標の「国際交流センターの年間来館者数」は、新型コロナウイルス感染症の影響
により、目標を下回った一方で、「（公財）川崎市国際交流協会と連携した取組」として、各
種事業・イベント、講座、ボランティア活動等の情報発信を行うなど、国際相互理解、国際
交流、地域の支え合いに一定の進捗がありました。また、「市立学校への外国人市民の講
師派遣」の取組として、地域の外国人市民等を自国の文化を児童生徒に伝えるボランティ
ア「民族文化講師」として派遣するなど、外国人市民の社会参画に向けた取組を実施したこ
とから、「地域での交流・多文化共生の促進」に一定の進捗がありました。
●参考指標の「多言語広報資料数」は目標を上回っており、「広報資料の多言語化の推
進」の取組では、多言語広報資料一覧について区役所等を通じての市民配布や市ＨＰでの
公開を実施しました。また、区役所において、タブレット端末を活用した外国人来庁者への
多言語案内の実施や、川崎市総合コンタクトセンター「サンキューコールかわさき」において
多言語対応を推進するなど、コミュニケーション支援に一定の進捗がありました。さらに、川
崎市国際交流センター外国人相談窓口「多文化共生総合相談ワンストップセンター」におい
て、増加する外国人市民の日常生活に関する幅広い相談に的確に対応するなど、「誰もが
暮らしやすい環境づくり」に一定の進捗がありました。
●「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」を制定し、全ての市民が不当な差別を受
けることなく、個人として尊重され、生き生きと暮らすことができる人権尊重のまちづくりを推
進していくことが明確化されるなど、互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわしい市民
意識の醸成に一定の進捗がありました。また、「自国の歴史・伝統・文化の習得によるアイ
デンティティの醸成」の取組として、総合的な学習の時間における国際理解教育に関わる
学習の支援・指導を実施した他、「英語教育推進事業」の取組として、「外国語指導助手
（ALT）」の配置、「英語教育推進リーダー」を活用した研修の充実を行い、参考指標である
「「道で外国人に英語で話しかけられたとき、何とか英語で話そうとする」と回答した生徒の
割合（中２）」もほぼ目標どおりとなっており、「グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活
用等」に一定の進捗がありました。

※ 指標達成度の目安【 a．目標値以上（100％以上）、b．１期策定時以上～目標値未満、c．目標達成率60％以上～１期策定時未満、d．目標達成率60％未満】
　　（第２期実行プログラムから新たに設定した指標は、指標達成度ｂ又はｃにおける「１期策定時」を「２期策定時」に読み替えるものとする）

３　基本目標３の達成状況

基本目標の
達成状況

（各取組の達成状況
を把握した上で、定
量的な成果及び定
性的な成果等によ
り、総合的に評価）

区　分 選択区分 達成状況区分を選択した理由

定性的な成果
（取組を進めたこと

で発現した数値では
測れない効果など

について記載）

●公財）川崎市国際交流協会と連携し、情報誌「ハローかわさき」を11言語及びやさしい日本語で６回発行し、ホームページにて各種事業・イ
ベント、講座、ボランティア活動等の情報を発信しました。また、かわさきイベントアプリやつなぐっとKAWASAKIなどのアプリを活用した情報提
供を行いました。
●多言語広報資料一覧について区役所や関係機関を通じて市民へ配布するとともに、市ＨＰで公開しました。
●川崎市総合コンタクトセンター「サンキューコールかわさき」において、英語による電話、メール、ＦＡＸ及び手紙に対応、並びに５言語（中国
語、韓国・朝鮮語、スペイン語、ポルトガル語、タガログ語）による電話（３者通話）に対応しました。
●区役所において、タブレット端末を活用したテレビ通訳及び機械通訳による外国人来庁者への多言語案内を実施しました。
●全ての市民が不当な差別を受けることなく、個人として尊重され、生き生きと暮らすことができる人権尊重のまちづくりを推進していくため、令
和元年１２月に「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」を制定しました。
●総合的な学習の時間における国際理解教育に関わる学習の支援・指導を実施した他、学習指導要領実践事例集の中で、多文化共生・国際
理解をテーマとした総合的な学習の時間の実践例を掲載しました。
●新しい学習指導要領の実施による小学校における外国語の教科化等に伴い、「外国語指導助手（ALT）」の配置、「英語教育推進リーダー」
を活用した研修の充実を行うなど、児童生徒の英語力育成に向けた取組を進めました。

今後の
取組構成の

妥当性

区　分 選択区分 「取組構成の妥当性を選択した理由」及び「今後の方向性」

Ⅰ．効果的な取組構成である
　　（現状のまま継続する）
Ⅱ．概ね効果的な構成である
　　（一部見直し等の余地がある）
Ⅲ．あまり効果的な取組構成でない
　　（見直し等の余地が大きい）
Ⅳ．取組構成に問題がある
　　（抜本的な見直し等が必要である）

Ⅱ

●基本目標を構成する取組は、概ね目標どおりに進捗していることから、今後の取組構成
の妥当性としては、「Ⅱ　概ね効果的な構成である」としました。
●今後の方向性については、ダイバーシティ（多様性）とソーシャル・インクルージョン（社会
的包摂）の重要性も高まる中で、多文化共生社会の実現や人権尊重のまちづくりの推進に
向けた取組を進めるとともに、人々の意識や社会環境のバリアを取り除き、誰もが社会参
加できる環境を創出することを理念とした「かわさきパラムーブメント」の取組を進めるなど、
引き続き、多様性が市民の生活を豊かにしていくことを誰もが認識しているまちの実現に向
けた、多様性を活かしたまちづくりの推進の取組を着実に推進します。
●外国人市民の増加・多様化が見込まれる中、地域における国際交流の推進や、地
域社会の一員としての外国人市民の社会参画を通じて、真の相互理解を深め、「多様性」
が自分たちの生活の豊かさにつながるまちをめざします。
●外国人市民が抱える言葉の問題や文化の違いに起因する生活上の課題などへの支援
を一層推進することにより、誰もが安心・安全に生き生きと暮らし続けることができる環境づ
くりを進めます。
●互いを尊重し合う意識の醸成や、多言語コミュニケーション能力の向上、世界各国の文
化を理解する取組などにより、グローバル化に対応できる国際感覚豊かな人材を育成し、
市民一人ひとりが国際都市にふさわしい高い人権意識や国際感覚を持つまちをめざしま
す。
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地域課題対応事業（麻
生区）

麻生区

【H30】麻生区多文化フェスタ2019の実施（参加者228人）
【R1】麻生区多文化フェスタ2020の実施（中止）
【R2】外国人市民を招いたオンライン交流会の実施（参加者38
人）
【R3】外国人市民を招いたオンライン交流会の実施（参加者29
人）、外国人市民の生活情報を掲載したガイドブックの発行
（1000部）

外国人市民施策推
進事業

多様な文化的背景を持つ外国人市民が、
地域の一員として共に心豊かに暮らして
いける地域社会をつくるため、多文化共生
社会の実現をめざします。

外国人市民施策推進
事業

５－２－１

●川崎市多文化共生社会推進指針に基づく取組の推進
●多文化共生社会推進協議会の開催（R2、R3で多文化共生社
会推進協議会を計10回開催。H30、R1は多文化共生社会推進
指針に関する部会として計8回開催）
●市民向けの広報資料の多言語化の推進（多言語で作成した
広報資料の合計延べ種類言語数計1,990言語）
●外国人市民代表者会議の運営（定例会計32回開催）、ニュー
ズレター発行（日本語版を含め、8言語で計11回、計68,800部発
行）

3 B Ⅱ

Ⅱ3 B

A Ⅱ

B Ⅱ

3 B Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

4 A

3 A

54
外国人学校との交
流の推進

朝鮮初級学校の近隣校や交流校との交
流を実施するとともに、朝鮮学校と市立学
校との「川崎市立学校児童生徒・神奈川
朝鮮学生美術交流展」を開催します。

教職員研修事業

Ⅰ

53
川崎市ふれあい館
を活用した取組

日本人と在日外国人との交流施設である
ふれあい館において、相互にふれあいを
深め、互いの文化等を理解し、共に生きる
地域社会づくりを目指した事業を実施しま
す。

3

地域課題対応事業（高
津区）

高津区

●外国人市民の子どもと保護者の子育てひろば（参加者数
H30:47名　R1:58名　R2：0名）
●多文化防災訓練（参加者数　H30：25名 R1:15名　R3:6名）
●多文化地域めぐり （参加者数　H30：28名　R1：19名）
●料理・文化講習会（参加者数　H30：27名　R1：23名　R3：8名）
●多文化共生講演会（参加者数　H30：104名　R1：97名　R2：46
名　R3：13名）
【R２・R３】外国につながる児童への学習支援（参加者数：R2：18
名　R3：20名）

3

Ⅰ

4 B Ⅱ

3

A Ⅱ

3 A Ⅱ

4 A Ⅱ

4 A Ⅱ

２－２－４
●展示会場である教育文化会館のイベントホールが確保できた
ため、感染症対策を講じながら「川崎市立学校児童生徒・神奈
川朝鮮学生美術交流展」を開催

Ⅱ

3 A Ⅲ

A Ⅰ

4 C Ⅱ

4 B Ⅱ

3

②外国人市民の社会参画

56

A Ⅰ

55

国際交流センター管理
運営事業

Ⅱ

3 B Ⅱ

外国人高齢者支援事
業

１－４－３

●在日韓国・朝鮮人等の外国人高齢者の相談支援と交流活動
を実施
【R3】新型コロナウイルス感染症の影響下においては、孤立した
高齢者を訪問し、激励する日常相談活動を強化

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

Ⅰ

4

3 B

3 B

3 B

B

社会教育振興事業 ２－３－２

●川崎市ふれあい館において、共生による地域社会づくりを目
指し、外国人市民と日本人市民がともに学びあい、相互理解を
深める事業を実施（延べ講座参加者数　H30：4,176人、H31：
3,913人、R2：2,453人、R3：3,011人）

3

52
川崎市国際交流セ
ンターを活用した取
組

川崎市国際交流センターにおけるイベント
等の開催を通じて、市民交流を促進し、国
際相互理解・文化理解の促進を図ります。

3 A Ⅰ

Ⅰ

●日本語講座の実施（参加者数 H30：815名、R1：921名、R2：
371名、R3：390名）
●国際文化理解講座の実施（参加者数 H30：107名、R1：220
名、R2：108名、R3：62名）
●国際理解講座の実施（参加者数 H30：304名、R1：198名、R2：
163名、R3：187名）
●ボランティア養成講座の実施（参加者数 H30：700名、R1：606
名、R2：442名、R3：455名）
●日本語スピーチコンテストの実施（参加者数 H30：363名、R1：
291名、R2：368名、R3：401名）
●国際文化交流会の実施（参加者数 H30：569名、R1：336名、
R2：250名、R3：320名）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ
４－９－１

B

Ⅰ

R1年度

R2年度

R3年度

取組の方向性１ 地域での交流・多文化共生の促進

①国際相互理解、国際交流、地域の支え合い

【参考】基本目標３を構成する取組の評価

番
号 H30年度

取組名 取組の内容
事務事業名
【総合計画】

施策
番号
【総合
計画】

取組内容の実績等

Ⅰ

3 B Ⅰ

（公財）川崎市国際
交流協会と連携した
取組

（公財）川崎市国際交流協会補助金を交
付することにより、市民レベルでの国際交
流や国際相互理解、国際友好親善の推
進を支援します。

４－９－１
国際交流センター管理
運営事業

●多言語による情報誌「ハローかわさき」の発行（H30：7言語、
24,000部、R1：11言語、40,000部、R2：11言語、40,000部、R3：12
言語、40,000部）
●インターナショナル・フェスティバルの開催（参加者数H30：
16,000人、R1：14,100人、R2：中止、R3：中止）
●各種語学講座の開催（H30：17講座、596名参加、R1：24講
座、560名参加、R2：上半期中止、下半期15講座、217名参加、
R3：29講座、487名参加）
●ボランティア研修会の開催（H30：１回、44名参加、R1：6回、38
名参加、R2：2回、88名参加、R3：2回、70名参加）

Ⅰ

3

51

3 A

多文化共生推進事
業

区内に居住する外国人市民を含む区民が
相互理解を深め、地域に住むよき隣人と
しての関わりを体感し、多様性がもたらす
地域の豊かさへの気づきとなる交流機会
を提供します。

地域課題対応事業（幸
区）

幸区

【H30】【H31】【R1】国際理解講座を実施
【H30】【R1】多文化交流会の実施
【H30】【H31】多文化コンサートを実施
【H31】多文化共生に関する地域資源調査を実施し、多文化マッ
プを作成、配布
【R2】多文化講演会を実施
【R3】多文化マップの修正
【R3】外国人市民向けオリエンテーション及び多文化防災訓練
の実施

A Ⅱ

4 B Ⅱ

3

3 A

取組内容
に対する
達成度

施策への
貢献度

今後の事
業の方向

性

34 39



A Ⅱ

59

取組の方向性2 誰もが暮らしやすい環境づくり

①コミュニケーション支援

外国人市民施策推進
事業

５－２－１

●外国人市民施策に関わる庁内の関係課で組織される会議
で、広報資料の多言語化の推進を依頼
●市民向け広報資料の多言語化の推進（多言語で作成した広
報資料合計延べ種類言語数計1,990言語）
●多言語広報資料について、全庁的に現状調査を行い、10月1
日現在の資料一覧をまとめ、区役所や関係機関を通じて市民
へ配布するとともに、市ホームページで公開

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B

住民投票制度の運
営

本市の住民投票制度では、選挙権の有無
にかかわらず、幅広い住民が投票に参加
できるよう、その投票資格者に外国人住
民を含めています。

自治推進事業 ５－１－１
●平成30年度以降、６か国語（英語、韓国・朝鮮語、スペイン
語、タガログ語、中国語、ポルトガル語）のリーフレット等を用い
た広報を実施

60
B Ⅰ

3

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅲ

外国人介護人材活
用への取組

介護福祉士の国家資格を有する方を対象
とする新たな在留資格の創設などの法改
正に伴う福祉・介護現場への外国人労働
者の受入れを支援します。

福祉人材確保対策事
業

１－４－２

●ビジネスマナーや介護に関する日本語研修の実施（受講者数
（延べ）H30：55人、R1：52人、R2：41人、R3：36人）
【H31】インターンシップの受入（6人）
【R2・R3】特定技能外国人（国内転換者）への就労支援（就労者
R2：5人、R3：8人）
【R2・R3】インターンシップ生に対する継続的な日本語学習の支
援

3 A Ⅰ

A Ⅰ

3

Ⅰ

3

57
市立学校への外国
人市民の講師派遣

地域の外国人市民等に「民族文化講師」
として自国の文化を児童生徒に伝えるボ
ランティア活動を依頼し、市立小学校、中
学校、高等学校、特別支援学校に派遣す
る、「学校の中でできる多文化ふれあい交
流会」を実施します。

多文化共生教育推進
事業

２－２－１

●民族文化講師を学校に派遣（派遣延べ人数　H30：156人、
H31：144人、R2：193人、R3：231人）
●多文化ふれあい交流会を開催（開催回数　H30：1回、H31：1
回、R2：中止、R3：1回）

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

産業観光推進事業 ４－９－２

●産業観光ツアーを推進（【年間参加者数】H30：5,300人、R1：
4,800人、R2：900人、R3:1,200人）
●全国工場夜景カードの発行(H30,R1,R3)や全国工場夜景サ
ミットの川崎開催(R2）など全国の工場夜景都市と連携した取組
を実施
●北海道、東北、近畿、中国、九州地方など、教育旅行誘致活
の実施、誘致に向けた市内宿泊施設との勉強会
●川崎工場夜景等のガイド養成に向け、ガイド養成講座や実地
研修、ＯＪＴ研修等を実施
●外国人観光客向けモニターツアー(R1)や国際交流協会と連
携した通訳ボランティア向けモニターツアー(R3)の実施
●ＦａｃｅｂｏｏｋやInstagramなどSNSを活用した多言語での情報
発信

【R2・R3実績が目標を下回った理由等】
新型コロナウイルス感染症の拡大の影響による国内での移動
制限等のため

4 B Ⅲ

3 B Ⅱ

4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

58

多文化共生社会の
実現と観光を通じた
魅力あるまちづくり
の推進

セブン銀行と連携し、外国人市民及び外
国人観光者向けに多言語による情報発信
を行うことにより、多文化共生社会の実現
と観光を通じた魅力あるまちづくりの推進
を目指します。

外国人市民施策推進
事業

５－２－１

●株式会社セブン銀行アプリ内で、川崎市の外国人向けに川崎
市の情報を掲載
【H30】【R1】【R2】株式会社セブン銀行川崎アゼリア出張所で外
国人住民・観光客向けの冊子やリーフレットを配布

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

4 B Ⅰ

3 B

Ⅰ

3 B Ⅱ

減量リサイクル推進事
業

３－２－２
●川崎市内に居住する外国人市民に対し、外国版のリーフレッ
トを作成し、減量推進課及び各生活環境事業所で適宜配布を
行ったほか、外国人の利用する施設に送付・配架を実施

2 B Ⅰ

3

Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B

Ⅱ

国民健康保険事業 １－５－１

●情報を更新した6か国語版の国民健康保険のしおりを作成
し、区役所窓口にて配付・説明することにより、国民健康保険に
加入する外国人の方に対して制度周知の実施
【R3】外国人市民被保険者の国籍の割合等を確認し、作成対象
言語の見直しの実施

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

B

介護保険事業 １－４－２
●情報を更新した6言語版の「こんにちは介護保険です」を作成
し、市ホームページへの掲載を実施

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

Ⅰ
61

広報資料の多言語
化の推進

日本語がわからない外国人市民の不安
や不都合を解消するため、広報資料の多
言語化を推進します。

国民年金の運営業務 １－５－１

●情報を更新した国民年金制度のパンフレットを作成し、区役
所窓口にて配付・説明することにより、国民年金に加入する外
国人の方に対して制度周知を実施（作成言語数　H30：8か国
語、R1～R3：14か国語）

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B

B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

事業系ごみ減量化推
進事業

３－２－２
●市内で事業を行う事業者向けに事業系一般廃棄物の処理方
法に関するリーフレットを減量推進課及び生活環境事業所で配
布

3 B Ⅰ

3
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地域課題対応事業（幸
区）

幸区 ●引き続き英語等のフロア案内サインや窓口案内サインを設置

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A

62
コンタクトセンターに
おける多言語対応

コンタクトセンター「サンキューコールかわ
さき」において、多言語での問合せ等を受
け付けます。

コンタクトセンター運営
事業

５－１－２

●川崎市総合コンタクトセンター「サンキューコールかわさき」に
おいて、英語による電話、メール、FAX及び手紙に対応、並びに
６言語（中国語、韓国・朝鮮語、スペイン語、ポルトガル語、タガ
ログ語、フランス語（～R2.9)）の電話（３者通話）に対応
●英語及び中国語のＦＡＱについて、適宜追加や修正を行い、
約200項目を掲載

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

63
識字学習活動の支
援

外国人市民等が日本での生活を円滑に
営めるよう、教育文化会館及び各市民
館、川崎市ふれあい館にて、日常生活に
必要な基礎的日本語を身につけるための
学習を支援します。

社会教育振興事業 ２－３－２
●教育文化会館及び6市民館、ふれあい館にて1５の日本語教
室を開設・運営（識字学習活動延べ参加者数　H30:14,249人、
H31：12,400人、R2：2,847人、R3：4,446人）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

4 A Ⅰ

4 B Ⅱ

64
日本語学習支援者
等の連携

教育文化会館及び市民館の識字学級ボ
ランティア、ふれあい館、民族文化講師派
遣団体などの市民や、関係する学校教職
員、市民館、行政職員からなる外国人教
育推進連絡会議を開催し、情報交換や意
見交換を行います。

多文化共生教育推進
事業

２－２－１
●外国人教育推進連絡会議を開催。会議の在り方の見直しを
行い、開催回数を削減（開催回数　H30：2回、H31：2回、R2：中
止、R3：1回）

3 A Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

65
市バス案内表示の
多言語化

訪日外国人等に対応するため、市バス案
内の多言語化を推進します。

市バス移動空間快適
化事業

４－７－４

●川崎駅中央通路にバス総合案内表示板（日本語、英語対応）
を設置し多言語に対応した情報提供の実施
●市バスナビの検索機能強化（英語、韓国語、中国語（繁体
字、簡体字）対応）の実施
【H30】市バスガイド（英語版）の作成について、ワーキンググ
ループを組織し、マップの形状、仕様、掲載内容を検討
【R1】市バスガイド（英語版）を10,000部作成し、市内公共施設・
観光施設・宿泊施設に配布
【R2・R3】新型コロナウイルス感染症の影響により、インバウンド
需要が見込めないことから市バスガイド（英語版）の新規発行を
見合せ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

66
タブレット端末等を
活用した多言語案
内

タブレット端末を活用したテレビ通訳シス
テムによる対面式多言語案内や外国語翻
訳アプリによる多言語案内、電話通訳を
活用し、外国人市民にも利用しやすい区
役所を目指します。

区役所サービス向上事
業

５－１－３

●令和元年度よりすべての区役所・支所にTV電話を活用した
多言語通訳を実施できるタブレット端末を配置。併せて電話通
訳（R1及びR2）やAI通訳（R3）も実施
【実績】
R1:テレビ通訳 1,238件　電話通訳 254件
R2:テレビ通訳 1,531件　電話通訳 95件
R3:テレビ通訳 868件　   AI通訳 606件

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

Ⅰ

地域課題対応事業（川
崎区）

川崎区 ●情報の定期的な見直しと適宜更新の実施

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

地域課題対応事業（高
津区）

高津区
●多言語で併記した総合案内板による案内を区役所内で継続
して実施のうえ、適宜更新の実施

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

地域課題対応事業（中
原区）

中原区
●英・中・韓の３ヶ国語に対応した総合案内板を継続的に設置
し、外国人市民の利便性向上を推進

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

A Ⅰ

地域課題対応事業（宮
前区）

宮前区
●多言語総合案内版により、様々な国籍の来庁者に対して、円
滑に庁舎を案内の実施。引き続き多言語総合案内版により、
様々な国籍の来庁者向けの庁舎案内を推進

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

地域課題対応事業（麻
生区）

麻生区
●２階ロビーの木質化に伴い外国人市民向けの情報コーナー
を見やすく整理し、必要な情報提供を実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

67
区役所総合案内板
の多言語化

外国人の来庁者に向けて、区役所内に多
言語で併記した総合案内板を設置し、外
国人市民にも使いやすい区役所を目指し
ます。

地域課題対応事業（多
摩区）

多摩区
●庁舎案内板について、組織改編や事務移管に対応した再整
備のたびに、外国語を併記し、外国人市民にも分かりやすい庁
舎案内を行う取組みを継続して実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3
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Ⅰ

3 A Ⅰ

区役所等管理運営事
業（麻生区）

麻生区

●転入手続の際、
・川崎市に住む外国人の皆さんへ
・川崎市「資源ごみとごみの分け方・出し方」
・川崎市防災マップ（麻生区）
を配布し、生活に必要な情報提供を実施

広報に関する事務 高津区

【H30】高津のさんぽみち道標等設置（3基）及び梶が谷駅周辺
案内図設置（1枚）
【R1】高津のさんぽみち案内サイン板面更新（1枚）
【R2】区役所総合案内板の更新（1枚）
【R3】溝口駅南口総合案内板の板面更新（2枚）

3

3 A Ⅰ

3 A

Ⅰ

3 A Ⅱ

3 B

3 A Ⅰ

Ⅰ

3 B Ⅰ
広報に関する事務 中原区 ●地図情報の更新時に継続的に多言語表示の実施

3 A Ⅰ

3 A

A Ⅰ

3 A

Ⅰ

3 A Ⅰ

②生活支援

71
国際交流センター
等を活用した外国
人相談の実施

外国人市民からの日常生活等に関する相
談に助言を行うとともに、必要に応じて関
係機関等と連携し、生活上の課題をサ
ポートします。

国際交流センター管理
運営事業

４－９－１

●多言語による相談の実施（相談件数 H30：1,558件、R1：1,702
件、R2：2,895件、R3：2,976件）
【R1】外国人相談の対応言語を拡充（7言語→11言語）し、多文
化共生総合相談ワンストップセンターを開設（7月～）
【R2】中国語の相談日を拡充（週3日→週6日）
【R3】相談受付時間を拡充（10:00～12:00、13:00～16:00→9:00
～17:00）
【R3】オンライン相談を開始（7月～）

3 A Ⅲ

3 A Ⅰ

2 A Ⅱ

3 B Ⅱ

区役所等管理運営事
業（中原区）

中原区
●区役所庁舎１階に外国人向け資料コーナーを設置するととも
に、７ヶ国語に対応したフロア案内を作成

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

A Ⅰ

Ⅱ

地域課題対応事業（川
崎区）

川崎区
●外国人転入者への必要な冊子等の配布を行い、生活に必要
な情報を提供

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

68
外国人に向けた情
報発信の充実

行政情報及び地域情報を７言語で携帯
メールマガジンにより配信するなど外国人
に向けた効果的な情報発信を行います。

広報に関する業務 川崎区

【H30】6言語で行政情報を週2回以上、地域情報を月2回以上
メールマガジンにより配信
【R1】川崎区役所多言語情報集約冊子「外国人住民のための川
崎区生活便利ガイド」を6言語で作成
【R1、2】市政だよりからの抜粋情報等の行政情報を6言語で翻
訳し、区ホームページ等で毎月発信
【R2】「外国人住民のための川崎区生活便利ガイド」のHPの二
次元バーコード入りチラシ（6言語対応）を作成
【R2、3】区役所各課からの外国人住民への情報発信ニーズに
基づき、チラシ等を翻訳（R2：20件、R3：8件）。また、「外国人住
民のための川崎区生活便利ガイド」のHPの二次元バーコード入
りチラシを、転入外国人等に区役所窓口等で配布
【R3】「外国人住民のための川崎区生活便利ガイド」を更新

3 B Ⅲ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A

Ⅰ

3 A Ⅰ

区役所等管理運営事
業（幸区）

幸区 ●引き続き外国人向け資料コーナーを設置

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

区役所等管理運営事
業（高津区）

高津区
●外国人市民向け情報コーナーを設置し、生活に必要な情報を
提供

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3

70
案内サインの多言
語化

東京２０２０オリンピック・パラリンピックを
見据え、案内サインの多言語表示を推進
します。

外国人転入者に対する外国語版冊子の
配布や、外国人市民情報コーナーの設置
等により生活に必要な情報を提供します。

外国人転入者に対
する生活に必要な
情報提供

69

区役所等管理運営事
業（多摩区）

多摩区
●外国人転入者に対し外国語版資料の配布を行うとともに、外
国人向け情報コーナーでの情報提供を実施

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

区役所等管理運営事
業（宮前区）

宮前区
●外国人転入者に対する外国語版冊子の配布や、外国人市民
情報コーナーの設置等により生活に必要な情報を提供

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B
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③外国人及び外国につながりのある児童生徒等の教育支援

79
外国人学校児童等
への補助

市内の外国人学校に通う児童等の健全
育成及び外国人学校と公立学校等との交
流を図るために補助します。

地域子育て支援事業 ２－１－１
●市内の外国人学校2校に対し、外国人学校児童等健康・安全
事業補助金及び外国人学校児童等多文化共生・地域交流事業
補助金をそれぞれ交付

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

76
外国人高齢者福祉
手当の支給

戦前に来日した外国人市民に対し、外国
人高齢者福祉手当を支給することにより、
外国人高齢者の福祉の向上を図ります。

外国人高齢者支援事
業

１－４－３
●外国人高齢者福祉手当の支給（支払実績（延べ数）H30:896
件、R1:749件、R2:547件、R3:354件）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

78
救急医療機関への
補助

神奈川県内の救急医療機関において、医
療費の負担能力に欠ける外国籍の川崎
市内在住者に係る救急医療機関に関し発
生した損失医療費（14日以内の入院医療
が対象）について補助します。

救急医療体制確保対
策事業

１－６－１
●市内医療機関へ制度周知し、申請の受付を実施（申請件数
H30:1件、R1:0件、R2:1件、R3:1件）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

72
言語や生活習慣等
の違いに配慮した
相談支援

外国人等で障害福祉サービスが必要な状
態にある場合、各区保健福祉センターや
地域の相談支援センター等において、言
語や生活習慣等の違いに配慮したきめ細
やかな相談支援を行います。

障害者日常生活支援
事業

１－４－４
●各区地域みまもり支援センターや地域の相談支援センター等
において、言語や生活習慣等の違いに配慮したきめ細やかな
相談支援の実施

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

73
民間賃貸住宅等居
住支援推進事業

高齢者、障害者、低所得者、外国人等の
居住の安定に向け、多様な主体との連携
により入居支援や入居後の生活支援等の
取組を推進します。

民間賃貸住宅等居住
支援推進事業

１－４－６

●居住支援制度による入居支援の実施（利用者数H30：166名、
R1:135名、R2:112名、R3：97名）
●住宅セーフティネット法に基づく登録住宅制度の推進（セミ
ナーの開催R1：1回、R2：1回、R3：1回）
●居住支援協議会の取組を中心とした、入居支援体制による支
援の実施
【H30】市内不動産団体（4団体）の研修会にて、ガイドブックを用
いて外国人等の住宅確保要配慮者の入居や生活支援に関する
周知等を実施
【R1】「すまいの相談窓口」の対象者を障害者や外国人等全て
の住宅確保要配慮者に拡充し、外国人市民の居住支援を行う
ＮＰＯ法人と共同して、案内チラシやホームページを多言語対応
とした周知・啓発を実施
【R2】案内チラシやホームページの翻訳について、１言語追加す
るなど、多言語対応の充実
【R3】外国人が入居後にトラブルにならないよう、入居前に外国
人へ知っておいてほしいことをまとめた外国語版サポートブック
について、居住支援協議会において内容を検討

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

74
医療通訳スタッフの
派遣

外国人市民が安心して医療サービスを受
けられるよう、必要な患者に医療通訳ス
タッフを派遣します。

救急医療体制確保対
策事業

１－６－１

●神奈川県域で実施されている医療通訳派遣システム事業に
参画し、県内各自治体と協調しながら、負担金を支出することな
どにより、同事業の効果的かつ安定的な推進に寄与（利用実績
H30：7,144件、R1：7,767件、R2：2,350件、 R3：4,196件）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

75
ＤＶ被害者支援への
通訳ボランティア派
遣

外国人被害者への支援の充実に向けて、
通訳者の確保や支援団体等との連携を強
化するとともに、文化や制度の違い等に
配慮した対応に努めます。

女性保護事業 ２－１－４

●外国人被害者支援団体との連携強化のため、定期的な連携
会議や相談員との意見交換会、運営施設見学研修を実施
●外国人被害者からの相談にあたっては、適切な助言や支援
の充実を図るため、通訳ボランティア派遣を実施（R3:8件）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

77
外国人等心身障害
者福祉手当の支給

国民年金法等の一部を改正する法律の
施行に伴い、同法の施行日（昭和57年1月
1日）前に20歳に達していた外国人等で障
害基礎年金等を受給できない中度以上の
心身障害者等に対し、外国人等心身障害
者福祉手当を支給します。

障害者手当等支給事
業

１－４－５
●対象者に対し外国人心身障害者福祉手当を支給（支給額（月
額）重度44,500円、中度32,500円）（対象者数　H30：4人、R1：4
人、R2：3人、R3：3人）

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

80
海外帰国・外国人
児童生徒相談事業

学校と関係機関が連携して、日本語での
コミュニケーションに不安がある児童生徒
等の相談・就学体制づくりを進めます。ま
た、日本語指導等協力者（学習支援員）を
派遣するとともに、特別の教育課程による
日本語指導体制づくりを進めます。

海外帰国・外国人児童
生徒相談事業

２－２－２
●日本語指導が必要な児童生徒数の増加を受け、学校におけ
る受入れ体制の見直しを行い、日本語指導初期支援員の配置
や通訳翻訳支援事業等の新規事業を開始

3 A Ⅱ

3 A Ⅲ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

81
地域日本語教育の
推進

市民館等地域における外国人市民の日
本語学習支援のあり方について官民の関
係機関や市民、学識経験者と研究協議を
行い、多文化共生社会へ向けたよりよい
識字・日本語学習支援システムについて
方策を検討します。

社会教育振興事業 ２－３－２

●地域における外国人市民の日本語学習支援のあり方を考え
る「川崎市地域日本語教育推進連絡調整会議」を開催
●ボランティアの情報交換と研究の場として、「地域日本語連絡
会」と「地域日本語ネットワークのつどい」を開催（地域日本語
ネットワークのつどいについては、R2は新型コロナウイルス感染
症のため中止、Ｒ3は中止としたがＺｏｏｍ体験研修会を実施）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

4 A Ⅱ

3 B Ⅱ
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地域包括ケア推進に関
する業務

麻生区
●必要なページにおけるルビ表記、および多言語による子育て
ガイドブックを作成し、配布（発行部数 H30：6000部 R1：5500部
R2：5600部 R3：5600部）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

88
乳幼児保護者への
子育て情報の発信

ルビ付きや多言語による子育てガイドブッ
クの配布により外国人市民の子育てを支
援します。

地域包括ケア推進に関
する業務

多摩区

●ルビ付きや多言語による子育てガイドブックを5,000部を発行
し、母子健康手帳交付者や乳幼児家庭の区内転入者・希望者
及び主任児童委員等区内の子育て支援者、関係機関に配布
し、区ホームページに掲載
●外国人親子等に直接または子育て支援者を介してブックの配
布を行うことで、地域の子育て情報を提供

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

地域包括ケア推進に関
する業務

高津区
●高津区子育てガイドブック「ホッとこそだて・たかつ」に、ルビ付
きや多言語による外国籍の方向けのページを作成し、配布（発
行部数　H30：8,000部、R1：8,000部、R2：7,000部、R3：7,000部）

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

地域包括ケア推進に関
する業務

中原区

●外国人市民向けに、「やさしい日本語」を用いたり、より分かり
やすい内容に見直しながら、引き続き子育てガイドブックを年間
9,000部作成し、区内関係機関、出生届及び母子手帳交付の窓
口等で配布

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

地域包括ケア推進に関
する業務

川崎区

●子育てガイドブック「さんぽみち」外国語版について、令和元
年度から外国人市民が必要とする情報を集約した多言語冊子
への統合を実施

3 A Ⅱ

3 A Ⅵ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

87
保育所での言語や
生活習慣等の違い
への配慮

子どもの状態や家庭状況などに十分配慮
し、それぞれの文化を尊重した適切な援
助を行います。

公立保育所運営事業 ２－１－２
●公立保育所には様々な国籍の児童が入所しているため、子
どもや保護者、家庭状況等に十分配慮しながら、それぞれの文
化を尊重した適切な援助の実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

83
外国人保護者の状
況に配慮した情報
提供

外国人保護者の状況に配慮し、円滑な情
報提供の実現を目指します。

海外帰国・外国人児童
生徒相談事業

２－２－２

●R2から通訳機器を学校等へ配置（新規配置台数　R2:136台、
R3：40台）
●R2から通訳・翻訳支援業務委託を実施（通訳者の派遣等
R2：239件、R3：222件）
●H31から外国につながる子どもとご家族のための小学校入学
前支援「プレスクール」を実施（参加数　H31：18組、R2：39組、
R3：27組）

3 B Ⅰ

2 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

85
市民団体と連携した
学習支援

市民団体による、日本語を母語としない児
童・生徒への学習支援（学校内支援及び
地域支援）を行います。

地域課題対応事業（麻
生区）

麻生区

区内の市立小中学校において、外国籍等外国につながる児童・
生徒への日本語による学習理解を助ける個別支援を実施する
とともに、長期休業期間を利用した学習会や親睦会を開催。し
かし、令和２年度以降、新型コロナウィルスの感染拡大下にお
いては、学校の臨時休業期間や緊急事態宣言の度重なる発令
によって、学習会、親睦会の実施は中止し、個別学習支援につ
いても、感染状況に配慮しながら、大幅に回数を縮減しての実
施
【支援を実施した児童・生徒の数】
平成29年度17名、平成30年度27名、令和１年度26名、令和2年
度18名、令和3年度16名

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

4

多文化共生教育推進
事業

２－２－２

●市立小学校へ入学する外国籍の家庭に就学にかかわる手続
きや準備などの説明が掲載されている「外国人保護者用就学ハ
ンドブック」を内容を改善しながら作成し、送付（言語数　H30：8
言語、H31：9言語、R2：9言語、R3：9言語）

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

82
外国人保護者用就
学案内・就学援助
案内

新入学対象となる外国籍の児童生徒の保
護者に７言語で作成した就学案内を配布・
周知し、就学機会の確保に努めます。ま
た、９言語で作成した就学援助制度の簡
易案内を各学校へ配布し、制度の周知を
します。

就学等支援事業 ２－２－２

●就学案内の周知を実施
　（言語数H30：7言語、R1：9言語、R2：10言語、R3：10言語）
   (配布数H30：489通、R1：495通、R2：580通、R3：545通）
●就学援助制度の周知を実施
　（言語数H30：9言語、R1：9言語、R2：9言語、R3：10言語）

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

A Ⅱ

3 A Ⅱ

84
幸区こども学習サ
ポート事業

ＮＰＯとボランティアである区民サポーター
が連携して、外国につながる小中学生へ
の学習支援活動と、サポーターの養成を
行うことで、区民の主体的な活動を進めま
す。

地域課題対応事業（幸
区）

幸区

●外国につながる子どもの東小倉学習サポート教室（毎週）実
施
●学習支援ボランティア向けブラッシュアップ講座を実施
【R2】【R3】新型コロナウイルス感染症の影響で、一時中止
【R3】夏休み宿題教室を実施

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

86
外国人母子保健
サービスの提供

子育てをする外国人市民に対し、外国語
版母子健康手帳の配布や両親学級や乳
幼児健康診査受診時における通訳ボラン
ティアの派遣など、日本語が不慣れな外
国人市民の子育て支援を行います。

母子保健指導・相談事
業

２－１－３

●外国語版母子健康手帳を希望者に配布
配布数：【H30】398冊【R1】416冊【R2】363冊【R3】245冊
【R2】乳幼児健康診査やその他母子保健事業に関する２０種類
の帳票を翻訳

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

④子育て支援
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90
川崎区子ども支援
機関通訳・翻訳支
援事業

日本語に不慣れな子どもや保護者が孤立
することを防ぐため、子どもの支援を行う
機関からの申請に基づいて通訳・翻訳を
行います。

地域包括ケア推進に関
する業務

川崎区

●通訳翻訳支援事業（申請数　H30：187件、R1：220件、R2：238
件、R3：216件）
●通訳翻訳支援ボランティア研修会実施（参加人数　H30：22
名、R1：21名、R2：中止、R3：18名）

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

地域包括ケア推進に関
する業務

多摩区

●乳幼児と保護者の交流の場である子育てサロンを適正に開
催
●外国人の子育てひろば開催（開催回数 H30：１１回、R1：11
回、R2：8回、R3：11回）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

89
子育てサロンの開
催

乳幼児と保護者の交流の場である子育て
サロンの開催等により外国人市民の子育
てを支援します。

地域包括ケア推進に関
する業務

中原区

●区内7地区で毎月1回子育てサロン等を開催し、どなたでも参
加しやすい環境を整え子育てを支援
【R2】【R3】令和2年度以降は新型コロナウィルス感染症の影響
により開催を中止する会場もあったが、新しい生活様式に伴っ
た子育てサロンの再開に向けて、地域の方と共に話し合いを重
ね、令和3年度には13会場で再開

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

4 A Ⅱ

4 A Ⅱ

95
外国人市民等向け
防災啓発

川崎区は市内で最も多くの外国人市民が
居住しており、言語や文化の違いから災
害弱者になりやすい側面もあるため、訓
練や啓発を通じて防災意識の向上を図り
ます。

身近な環境整備事業 川崎区

●外国人市民を対象にした防災啓発講座、訓練
【H30】防災啓発講座の実施（実施回数：１回）
　　　　防災啓発講座・訓練の実施（実施回数：１回）
【R1】防災啓発講座の実施（実施回数：１回）
　　　　防災啓発講座・訓練の実施（実施回数：２回）
【R2】防災啓発講座の実施（実施回数：２回）
【R3】防災啓発講座の実施（実施回数：２回）
　　　　防災啓発講座・訓練の実施（実施回数：１回）

3 A Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ

94
１１９番通報の多言
語対応

119番通報に多言語で対応することによ
り、迅速、的確な指令体制を確保します。

消防指令体制整備事
業

１－１－４
●外国人市民からの通報に対し多言語通訳を介した、適正な対
応の実施
●対応件数（H30：65件、R１：104件、R2：86件、R3：52件）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

取組の方向性３

⑤危機管理

91
多言語による防災
啓発

防災啓発冊子「備える。かわさき」や避難
所等を記載した「防災マップ」の多言語版
を配布することにより、外国人市民の防災
意識の向上を図ります。

地域防災推進事業 １－１－１
●外国人市民を対象に多言語版の「備える。かわさき」や「防災
マップ」を区役所等で配布

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B Ⅱ

3

B Ⅰ

3 B Ⅱ

4 A Ⅰ

グローバル都市・川崎を担う人材の育成・活用等

①互いを尊重し合う、グローバル社会にふさわしい市民意識の醸成

Ⅱ

3 B Ⅱ

Ⅲ

3 A Ⅲ

3 A

4 B

3

3

人権関連事業 ５－２－１

●人権意識の啓発に向けた各種イベントの開催
●「川崎市差別のない人権尊重のまちづくり条例」に関する広報
の実施
●インターネット上の本邦外出身者に対する不当な差別的言動
に対する削除要請（R2：49件、R3：7件）
●「川崎市人権施策推進基本計画『人権かわさきイニシアチ
ブ』」の改定

97
平和・人権学習講
座の開催

平和や人権の尊重について学び、共に生
きる地域社会の実現を目指します。 社会教育振興事業 ２－３－２

●教育文化会館及び6市民館にて、平和・人権学習講座を実施
（平和・人権・男女平等推進学習延べ参加者数　H30：1,070人、
H31：1,230人、R2：511人、R3:659人）

98 人権関連事業

人権を尊重し、共に生きる社会をめざし
て、人権施策推進基本計画「人権かわさ
きイニシアチブ」に基づき、一人ひとりの人
間の尊厳を最優先する川崎らしい人権施
策を、平等と多様性（ダイバーシティ）を尊
重しながら推進します。

96
人権尊重教育の研
究実践

在日外国人の多住地域にある小・中学校
において、人権教育を基盤とした多文化
共生教育の充実に向けて、実践授業の展
開や児童生徒指導等の研究実践を行い
ます。

人権尊重教育推進事
業

２－２－１

●人権尊重教育実践推進校に小学校1校、中学校1校を指定
し、人権尊重教育を基盤とした多文化共生教育の充実に向け、
各学校の児童生徒の実態に即した授業を行うための具体的な
授業展開について支援を実施
●人権尊重教育実践推進校等で行っている好事例を研修等で
紹介するなど、情報共有の実施

3 B Ⅰ

92
災害時における多
言語支援センター
の設置

災害時の外国人支援を円滑に行うため、
本市の要請により（公財）川崎市国際交流
協会が川崎市災害時多言語支援センター
を設置し、外国人市民へ提供する情報等
の翻訳、外国人からの相談・問合せ等へ
の対応、多言語放送への協力などを行い
ます。

交流推進事業 ４－９－１

●災害時多言語支援センターの設置訓練の実施（参加者数
H30：62名、R1：80名、R2：82名、R3：27名）
【R1】令和元年東日本台風における災害時多言語支援センター
設置

A

3 B Ⅱ

A Ⅰ

3 A Ⅰ

Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

93
国外における感染
症危機管理事象に
関する情報発信

国際的な感染症に係る危機管理事象につ
いて、ＷＨＯや各国の保健省が公表して
いる情報等を収集、解析し、感染症情報
発信システム（KIDSS）の機能の1つである
「情報共有掲示板機能」を活用し、市内医
療機関や庁内登録部署に発信します。

公衆衛生等に関する試
験検査等業務

１－６－３

【H30】輸入麻しん症例等が発生した際に、迅速に情報を収集
し、感染症情報発信システム（KIDSS）を利用して市内医療機関
や庁内登録部署に情報発信を実施
【R1～R3 】新型コロナウイルス感染症に関する情報を迅速に収
集し、感染症情報発信システム（KIDSS）を利用して市内医療機
関や庁内登録部署に情報発信を実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ
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3 B Ⅰ

108
政策課題の調査研
究

本市職員（研究員）による研究チームを編
成し、施策への反映を目的に重要な政策
課題に関して国内外の調査研究を行うこ
とにより、職員の政策能力向上、政策課
題の共有化を図ります。

都市政策研究事業 ５－１－１

●H30-R元年度については、計画通り調査研究を実施。調査研
究は、国内外への職員の派遣を伴うものであるが、R2-3年度に
ついては新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、感染拡大
防止のため本事業を休止。今後も、新型コロナウイルス感染症
の状況を踏まえ、実施の可否を検討予定

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

4 B Ⅰ

4 C Ⅱ

Ⅰ

●階層別研修において、多様な市民の人権に係る研修を実施
新規採用職員研修（受講者数　H30：280名、H31：274名、R2：
331名、R3：408名）、採用2年目職員研修（受講者数　H30：298、
名、H31：238名、R2：231名、R3：276名）、採用3年目職員研修
（受講者数　H31：287名、R2：228名、R3：209名）、中堅職員研修
（受講者数　H30：213名、H31：235名、R3：223名）、新任係長研
修（受講者数　H30：191名、R2：181名、R3：207名）　他

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B

こども・若者応援基
金を活用したグロー
バル人財の育成

本市の子ども・若者が、様々な分野におい
て、自らの将来像やそれに向けたキャリア
プランをさらに具体化し、国際的な幅広い
視野を持って活躍する人材を目指して挑
戦するための「新たな一歩」を後押しする
事業を実施します。

地域子育て支援事業 ２－２－１

【R1】【R2】【R3】市立高校の生徒20名を対象としたオンラインプ
ログラム「Stanford e-Kawasaki」を実施
【R1】川崎総合科学高校1～2年生を対象に、慶應義塾大学と連
携した「ハイパーループ・コンペに挑戦！」を実施（参加者数：約
20名）※R2以降は新型コロナウイルス感染症の影響で未実施
【R3】小学5年生から中学生を対象に、市内企業と連携した「か
わさきジュニアベンチャースクール」を実施（参加者数：54名（延
べ人数））

外国人市民への対
応・広報に関する意
識啓発

「やさしい日本語」の研修などを通じて、市
職員等へ外国人市民への対応・広報に関
する意識啓発を行います。

外国人市民施策推進
事業

５－２－１

【R2】情報収集及び検討を進め、これまでの取組を活かし、「川
崎市〈やさしい日本語〉ガイドライン」を策定
【R2】【R3】eラーニングにより外国人市民への広報や情報提供
に有効な「やさしい日本語」の研修を、庁内向けに実施
【Ｒ3】「川崎市〈やさしい日本語〉ガイドライン」を活用しながら、
やさしい日本語研修を実施
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4 B Ⅱ

4 B Ⅱ

- - -

3 A Ⅱ
105

2 B Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅰ

3 B

※ 取組名が「〇〇事業」となっている取組以外は、総合計画の事務事業の一部の取組となります。
※ 取組内容に対する達成度【１．目標を大きく上回った、２．目標を上回った、３．ほぼ目標どおり、４．目標を下回った、５．目標を大きく下回った】
※ 施策への貢献度【Ａ．貢献している、Ｂ．やや貢献している、Ｃ．貢献度合いが薄い】
※ 今後の事業の方向性【Ⅰ．現状のまま継続、Ⅱ．改善しながら継続、Ⅲ．事業規模拡大、Ⅳ．事業規模縮小、Ⅴ．事業廃止、Ⅵ．事業終了】

100
海外語学研修の実
施

市立幸高校・橘高校における研修プログ
ラムとして、２年次に２週間程度、オースト
ラリアの現地校に通いながら、ホームステ
イを体験します。

魅力ある高校教育の
推進事業

２－２－１

●現地校に通いながら、ホームステイ体験を実施
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度は幸高校
は静岡ランゲージ・ヴィレッジにて、橘高校は沖縄本島にて語学
研修を行うことで代替し、令和３年度は幸高校は静岡、橘高校
は千葉にて語学研修を行うことで代替。静岡では外国人講師
と、沖縄では米軍住宅で暮らす外国人とともに過ごすことによ
り、英語を使うという経験が、英語によるコミュニケーション能力
をさらに高め、継続的な学習のモチベーションの向上を推進

102 英語教育推進事業

外国人と直接コミュニケーションを図る機
会を増やし、異文化を受容する態度を育
成するため、研修の充実により教員の指
導力の向上を図るとともに、外国語指導
助手（ＡＬＴ）を活用する等、英語教育を推
進します。

英語教育推進事業 ２－２－１

外国語指導助手（ＡＬＴ）を配置【H30】小・中学校86名、高等学校
5名、【R1】小・中学校96名、高等学校5名、【R2】【R3】小・中学校
107名、高等学校に6名、小学校３～６年生の各クラスで年間35
時間、中学校の各クラスで年間約35時間の授業を実施
●国の中央研修を受けた英語教育推進リーダーを活用して指
導力向上研修を各校種で実施

高校における国際
理解教育の推進

市立幸高校・橘高校において、国際理解
教育推進の柱として、「国際理解教育講演
会」等を行います。

魅力ある高校教育の
推進事業

２－２－１

●「国際理解教育講演会」等を実施。講演会では、ＪＩＣＡや国際
交流センターから講師を招き、日本文化と異なる様々な文化や
慣習を知ることで、他者理解・コミュニケーション能力の向上、さ
らに、日本文化の理解を深めながら自己のあり方を考えるきっ
かけを創出

104

Ⅰ

A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

②グローバル人材の育成

99

3 A Ⅰ

3

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

101

自国の歴史・伝統・
文化の習得による
アイデンティティの
醸成

日本文化に対する深い理解を前提とした
グローバル人材育成のため、他国との共
通点や相違点を踏まえながら、自国の歴
史、伝統、文化に関する教育の充実を図
り、児童生徒のアイデンティティを醸成しま
す。

英語教育推進事業 ２－２－１

●総合的な学習の時間における国際理解教育に関わる学習へ
の支援・指導を実施
【R3】学習指導要領実践事例集等における国際理解教育や多
文化共生等への理解を促す教育に関わる実践を掲載

3 A Ⅰ

3 B Ⅱ

3 A Ⅰ

3 B Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅱ

103
特色ある中高一貫
教育の推進

日本文化に対する深い理解を前提とした
グローバル人材育成のため、他国との共
通点や相違点を踏まえながら、自国の歴
史、伝統、文化に関する教育の充実を図
り、児童生徒のアイデンティティを醸成しま
す。

魅力ある高校教育の
推進事業

２－２－１

●川崎高校附属中学校は1年生のイングリッシュキャンプ、全学
年によるイングリッシュチャレンジを、川崎高校はオーストラリア
において語学研修を実施
新型コロナウイルス感染症の影響により、令和２年度と３年度の
語学研修は中止となったが、事前学習として校内でオーストラリ
アの歴史・文化やホームステイの心得などを学習し、フェアウェ
ルパフォーマンスの検討・練習などを実施

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

3 A Ⅱ

3 A Ⅰ

国際交流員を活用
した人材育成の推
進

海外から招致した国際交流員を活用し
て、グローバル人材の育成につながる研
修等を実施します。

国際交流推進事業 ４－９－１

●国際交流員による研修を開催し、グローバル人材の育成を実
施。令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、
開催方法をオンラインに変更して実施（参加者数　H30：12名、
R1：24名、R2：11名、R3：16名）

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

③市職員の意識の向上

国際交流推進事業 ４－９－１
●グローバルサポーター制度に労特した職員等に対して、外国
要人等を応接する研修等を実施

3 A Ⅰ

3 A Ⅰ

3 B Ⅰ

外国人市民施策推進
事業

５－２－１
●階層別研修で「人権」に関する研修の実施
●「職員向け人権研修」の実施

3 B Ⅰ
3 B Ⅲ
3 B Ⅱ
3 B Ⅲ

106
多文化共生、国際
理解・接遇研修の
実施

多文化共生意識の醸成や国際理解の向
上などを図るため、各職位に応じた講義
や希望職員への研修を実施します。

人材育成推進事務
Ⅰ

3 B

107
教職員への人権・
多文化共生研修の
実施

教職員の悉皆研修に、人権尊重教育を組
み入れ、それぞれのライフステージに応じ
て人権・多文化共生に関する研修を行い
ます。また、人権尊重教育担当者への研
修により、人権・多文化共生の意識啓発を
行います。

教職員研修事業（一
部）

２－２－４

●教職員のライフステージに応じた研修や人権尊重教育担当
者研修においては、すべての研修で人権尊重教育の推進の講
話を入れるとともに、各学校で実践をしている多文化共生教育
の好事例を具体的に伝えることで、意識啓発を推進

3 B Ⅰ

3 B Ⅰ

3 B Ⅱ

3 B Ⅱ
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〒210-8577 川崎市川崎区宮本町１番地 
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